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結 核 專 門 雑 誌

ZeitschriftfarTuberkuloseBd.79.Heft3.1938.

人 艘 二 於 ケ ル 牛型 肺 結 核 形 成 ノニ 三 ノ賓 例

ErikT6rnell:EinigeanschaulicheFallederEnt・

wicklungderbovinenLungentuberkulosebeim

Menschen.

牛 型 肺 結 核 ハ結 核 罹 患 動 物 二接 鰻 シテ モ 起 リ得 ル モ

ノデ アル が乳房 結 核 二罹 患 セル 牛 乳 一 ヨ ツテ 傳 搬 セ

ラ レル 事 が多 ク 牛型 結 核/小 流 行 ガ 起 ル コ トモ當 然

デ アル。 其 小 流 行 ・・著 者 ノ勤 務 セルAlvsborgsZtin

ノ匠1或 二於 テ1935年 以來4同 以 上 モ 到 來 シテ ヰル 。

其何 レ ノ時 二於 テ モ、結 節性 紅 斑 、頸 部 淋 巴 腺 腫 脹 及

腹 部 症 状 ヲ以 テ罹 患 スル 小 見 が多 カ ツタ。

著 者 ・・牛 型 結 核 菌 感 染 が 扁 桃 腺 ヨ リ 侵 入 シテ 後 二肺

二橿 が ツ タ ト言 フ例 ヲニ ツ掲 ゲ テ訊 明 シテ ヰ ル。帥1

例 ・・Priquetノ ・陰 性 デX線 所 見 ノ健 康 ナル モ ノガ、

頸部 ノ腫 瘍 、 疾 痛 、蛋 熱 ヲ患 ツ タ が排 膿 ニ ヨ リ治 癒 シ

・esr,,5ケ 月後 ニ ハ再 登 扁 桃 腺 炎 及 淋 巴 腺 炎1・診 噺 サv

タ。 此 時 ・・Pirquet・ ・強 陽 性 二 榑 化 シ テ ヰ タ.X線

所 見 二攣 化 ・・ナ カ ツ タ。 赤 沈 ・・1時 間 値54mm、3週

間 後 扁桃 腺 全摘 出 術 ヲ行 ヒ、其 病 理 解 剖 學 的 所 見 デ定

型 的 ナ結 核 性 病 髪 ヲ 認 メ タ。9ケ 月後 再 三 登 病 、 胸

部 ハ肺 炎様 寝潤 が左 上 葉 ニ ア リ。喀 疾 ノ結 核 菌 陽性 。

喀 疾 及 滲 出 液 ノ細 菌 學 的 槍 査 ニ ヨ リ 牛 型 結 核 菌 ヲ詮

明 ンタ。 其 後 治 療 ニ ヨ リ輕 快 シタ。

他 ノ1例 モ頸 部 淋 巴腺 炎 ヨ リ肺 結 核 ヲ 誘 腰 ンタ モ ノ

デ アノレ。

雨 者 トモ 牛 乳 飲 用 ニ ヨル 牛 型 結 核 菌 感 染 が 最 初 二 扁

桃 腺 炎 、或 ・・頸部 淋 巴 腺 炎 ヲ起 ン夫 二績 イテ肺 結 核 ヲ

誘 獲 シタ例 デ アル。(刀 根tlS山 中抄)

著 者 ノ結 核 及 簸(M・Tb.R)二 就 テ ノ其 後 ノ研 究

ErnstMeinicke:WeitereUntersuchungenliber

meineTuberkulose.Reaktion(M.Tb.R.ノ

著 者 ・・M.Tb.LR.二 於 テKontrollr6hrchen二 於 ケ

ル 陽性 反 磨 ヲ成 ル ベ ク 少 クス ル コ トニ ヨ リー 層 本 反

雁iヲ改 善 セ ン ト 考 へ 居 ル カ'Abortis・Bang血 清 反 旛

用 水 製AntigenがM.KR.II.ノFlockungssystem

二Schutzkolloidト シテ ノ 強 作 用 アル コ1・ヲ 見 出 シ

之 二 「ヒ ソ1・Jヲ 得 テSchutzkolloidノ 適 當 ナル モ ノ ヲ

探 求erテ 結 核 菌 培 養・ノGtyzerinbouillonヲ 得 タ。 此

モ ノ ・適 量 ヲM.Tb.R.用 水 製 抗 元 二 加 フル 事 ニ ヨ

リ・一方 特 殊 作 用 ヲ 墳 強 シー 方沈 澱 系 ヲ 制 止 シテM.

KR.ILノ 程度 二 下 ゲル コ1・7J"出 來 タ。 ヨツ テM.

Tb・R.二Kontroll・Antigen1・ シテM.KRII.用 標

準 抗 元 ヲ使 用 ス ル コ トデ 後 方 法 が 簡 軍 一 ナ リ且 ツ立

派 ナ結 果 ヲ得 ル ニ至 ツ タ。(刀 根 山 山 中抄)

肺 上葉 二 於 ケ ル ー 側 性 嚢 胞 性 氣 管 枝 蹟 張 症 ノー 例

EmilGraUbner:EinFallvoneniseitigencystis{・hen

BronchiektasienimOberlappen.

患 者 ノ・1898年 生vデ8歳 デ 麻 疹 、23歳 ノ 時肺 炎

(罹 患側 不 明)、其 後 健 康 、1936年9月 喀 血 シ感 冒1・ シ

テ 治癒 サル 。1936年12月 二停 止 性 繊 維 性 空 洞 性 肺 結

核1・ 診 噺 サル 。1ケ 月 後 ニ ハ右 肺 上 葉 、 繊 維 性 潰 瘍 性
り

結 核 ト診噺 サ レタ。1937年11月15日 二 著 者 ノモ1・

二來ル。既往歴 ヨ リ観 ル時 ハ喀疾 ノ結核菌 ハ陰性 ニモ

拘 ハラズ、以上 ノ診噺 ヲセラ レテヰタモ ノデ アル。

肺所見 トシテノ・胸廓 ハ左右 均齊 デ 廣 ク窓窟状 ヲ呈 シ、

打診 デハ雨側 二攣化 ナ シ。聴 診 デハ右側 上葉 ノ吸氣 ハ

氣管枝 性音 デ、温性有響性麟音 ト乾性麗音 ヲ聰 取 シ、

下方 デハ乾性嘱音消 失 シ漁性畷音 ノミナ リ。左肺 後方

・・胸椎V皿bXト ノ範園 二漏性麟音 ノ ミi隠取
、 其他 ハ

著攣 ナ シ。

Mantoux反 磨陰性、其他 尿血液 ノ結核 諸反磨 ・・陰性、

塁 サーマ ソ氏 反慮陰性 ナ リ。

Lipiodolニ ヨルX線 撮影 デ ハ、左側 下葉 ノ 弧立性紡

錐状氣管枝振 張 ト右側 上、中葉 ノ嚢胞 性氣管枝 振張 ガ

ア リ、氣管枝 ノ・右 方へ響曲 シテヰタ。

以上 ヨリ空洞性 上葉結 核 ナル 診噺 ・・誤 リデアル事 ハ
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確 實 デ ア ル.然 シ此 氣 管 枝 摘 張 症 ガ先 天 性 ノモ ノカ後

天 性 ノモ ノカ ・・確 定 ス ル事 ・・出 來 ナ イ。

(刀 根 山 山 中抄)

鳥 型 結 核 菌 血 清 學 的 性 歌 二就 テ

HaraldHarpth:UberdieSerologischenVerhalt-

nissdesavi乞renTuberl・;elbazillus.

鳥型 結 核 菌 ノ 血清 學 的 門係 ヲ 明 カニ シ叉 哺乳 類 結 核

菌 ヨ リ血 清學 的 二列 別 セ ソ トス ル 企 ・・多 ク ノ研 究 者

ニ ヨ リテ 行 ・・レタル モ 其結 果 相 一 致 セ ブごヨ リ 多 ク ノ

材 料 ト同 様 ノ方 法 トヲ 以 テ スル 贋 範 園 ノ楡 索 ヲ必 要

トス。

著 者 ・・「7"1,セ リ ン」肉 汁 培養 結 核 菌 ヲ70-750Cニ テ

殺 菌 均 等 ナル 浮 游 液 ヲ 作 リ之 ヲ 家 兎 耳静 脈 二 注 入 シ

テ免 疫 血 清 ヲ作 リ(鳥 型 、 人 型 、 牛 型 二封 シ 各 数 種 ヅ
●

ツ ノMonovalenteSerum)凝 集 素 吸攻 交 叉 凝 集 反 慮

試 験 ヲ行 ヒ次 ノ結 果 二達 シタ リ。

1.凝 集 反 鷹 ノ ミニ ヨ リテ 結 核 菌 ヲ 各 型 二 列 別 ス ル

コ1・ヲ得 ズ。2.吸 牧 及 ビ交 叉 凝 集 反 鷹 ニ ヨ リ鳥 型 結

核菌 ハ人 型 及 ビ牛 型菌 ヨ リ匠 別 シ得.3.鳥 型 ・・ス ペ

テ同 一 型 抗原 ノモ ノ ト認 メ ラ レ・ズ、 他 株 鳥型 菌 抗 血

清 ノ凝 集 素 ヲ吸 牧 ン 得 ザ ル 島型 菌 株 ア リ叉 哺 乳 類 結

核 菌 抗 血 清 ヨ リソ ノ凝 集 素 ヲ吸 牧 シ去 リ得 ル株 ア リ。

4.人 型 結 核 菌 抗 血 清 ヲ用 ヒ テ同様 方 法 ヲ行 ヘ バ集 團

的 ニ ハ人 型 牛 型 雨 者 間 二 匿 別 ヲ 示 ス 傾 向 ヲ詮 明 ス ル

コ トヲ得 ル モ 抗 牛 型 菌血 清 ヲ 以 テ シ テハ不 可能 ナ リ。

(刀 根 山 杉 田抄)

1937年6月5日 ヂaツ セ ル ドル フニ 於 ケル 第20回

ラ イ ンー ウニス トフ7一 ル 結 核 學 會 報 告

Loohtkemper:TagungsberichtderRheinisch.Wes.

tfalischenTuberkulose-VereinigungUberdie20.

Sitzungam5.JuniinDUsseldorf.

最 初 二Brauer敏 授 ・・全 男 的 治 療 能 力 二 封 スル 検 査

法 及 ビ ソ ノ意義 殊 二 呼 吸 及 ビ 循 環 機 能 ノ 槍 査 法 ニ

ヅ キ映 書 ヲ以 テ概 観 ヲ訊 明 シタEppendorf及 ビDti・

sseldorfノ 敏 室(KnipPing敏 授)ノ 業 績 力'詳細 二訊 明

セ ラ レ・、タ、G6ntherZaeper,ノUberdieBlutsauers・

toffdissoziat;ons.KurvebeiTuberkul6senナ ル 演 設 ア

リ、血 液 酸 素 解 離 曲 線 ノ左 方 及 ビ右 方 移 動 ノ血 液 動 脈

血 化 及 組 織 呼 吸 二勤 スル 影 響 ヲ 設 明 ンBrauerノ 所

謂 短 絡 寝 潤(Kurzschlussinfiltrat)ヤ 滲 透 障 磯 ニ ヨル 血

液 酸 素 歓 乏 ヤ貧 血 ニ コル 酸 素 歓 乏 二就 テ論 ジ、重 症 空

洞 性 肺 結 核 患 者 ノ 血 液 酸 素 解 離 曲 線 ヲ 測 リタル ニ明

カニ左 方 移 動 ヲ認 メ タル ヲ 報 告 ジ 肺 結 核 二於 テ 此 左

方 移 動 二加 フル ニ 屡 く存 在 ス ル 所 ノ 貧 血 及 ビ動 脈 血

牝 障 磯 ノ重 複 スル 場合 組 織 ヘ ノ 酸 素 供 給 困難 甚 ダ シ

ク ナ リ循 環 系 二過 大 ナ ル 貢 荷 ヲ來 ス ベ キ ヲ 圭 張 セ リ。

Schl6sser、 ・「ヒス タ ミソ」貢 荷 試 験 ニ ヨル 呼 吸 機 能 槍

査188例 二就 テ代 表例 ヲ訊 明 ン、雨 側 ノ廣 汎 病 竈 ノ際

ノ・一 般 二肺活 量及 ビ 無 呼吸 休止 時 間 ノ 減 少 アル 上 二

「ヒス タ ミソ」ニ ヨ リー 暦 著 明 トナ ル。'患側 人 工 氣 胸 他

側 健 康 ナ ル 時 ノ・雨 者 減 少 セル モ 「ヒス タ ミソ」ニ ヨ リ

テ其 度 ヲ培 ス コ トナ シ。雨 側 氣 胸 ヲ行 フ場 合 ニ ハ 呼 吸

機 能 検 査 ヲ以 テ共 途 行 ノ指 針 トス ベ シ。

W.VorwerkSpirographieニ ヨノv肺 ノ血 液 動 脈 血 化

機 能 検 査 二就 テ述 べ、Heymer・ ・自 己 ノ咄 へ 出 シsル

「ヒヌ タ ミ ソ」員 荷 試 験 法 二 就 テ ノ 注 意 ヲ述 べ、Th.

Naegeli:DieBedeutungderAtemfunktionsprtifung

beiderchirurgischenBehandlungderLungentuber。

kuloseKnipPing:肺 ノ血 液 動 脈 化 機 能 ノ検 査 ニ ノ・二

蓮 リノ酸素 座 二於 ケ ルSpirographieニ ヨ リテ簡 軍 二

行 ヒ得 、Vorwerk・ ・斯 様 ナ 『Spirogrammノ 多鍛 ヲ供

覧 セ リ。(刀 根 山 杉 田 抄)'

ZeitschriftfarTuberkuloseBd.79eH.4.1938.

結 核 ノ 冤 疫 卜Allergie

A.Nagel:ZurFragederImmunit5tundAllergie

beiderTuberkulose.

結 核 菌 ニ ヨ リ感 作 セ ラ レ タ ル 生 腔 ハ 重 感 染 ニ ヨ リall・

ergischeReaktionヲ 呈 ヌ 。 本 反 磨 ・・結 核 菌 ノ生 、死 、

「ッ ベ ル ク リ ソ 」
、 癩 菌 、大 腸 菌 等 重 感 染 源 ノ如 何 二 不

拘 登 現 ス。而 シ テ コ ノ 際 臓 器 ノ組 織 ニ モhyperergisch,

allergischeReaktionヲ 呈 ス 。 著=者 ノ・コ ノhyperergi・

sch,allergischeReaktion.病 理 解 剖 所 見 、生 存 期 間等

ヲ標 識 トシ テ免 疫 トallergieト ノ關 係 ヲ探 索 セ}・ ト

シ次 ノ實験 ヲ行 ヘ リ。 實 験 ・・海 狸 ヲ用 ヒ、3例 ヨ リナ

ル。各 例 ノ試 獣 ・・更 二敷 群 二分 チ各 群 ニ ノ・結 核菌 ヲ初

感 染 セ ザ ル封 照 ヲ置 ク、弱 毒 菌 ヲ用 ヒテ 感 作 セ ラ レタ

ル 動 物 ・・群 ニ ヨ リ、 時 ヲ異 ニ シ、時 ヲ同 ジウ シ、 叉 ・・

量 ヲ異 ニ シテ、生叉 ・・死 結 核 菌 、 「ツベ ル ク リ ン」、 大

腸 菌 ヲ夫 々静 脈 内 二 荘 射 シテ重 感 染 ヲ企 テ、更 ニー 部
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ニ ハ 「ア ド レナ リ ン」ヲ、一 部 二 ・・麻 酔 剤 ヲ磨 用 シテ夫

等 ノ影 響 ヲモ 考 慮 シテ成 績 ヲ列 定 セ リ。免 疫 獣 ノ・試 獣

二比 シテ病 解 所 見 ハ勿 論 輕 ク、亦 生 存 期 間 モ遙 カニ長

イ ガ、 肺 組 織 ノhyperergisch.allergischeReaktion

ノ、特 二顯 著 二認 メ得 ザ リキ。コ ノ際 「ア ドvナ リ ソ」、麻

酔 齊1モ著 攣 ヲ與 フル モ ノニ非 フご、而 シ テ大 量 ノ結 核菌

ヲ以 テ重 感 染 ヲ企 テタ ル 試 獄 ニ ア リテ ・・肺 ノ 實 質 性

出 血 、 膨 浦 等 ノ「シ ヨック」様 現 象 ヲ呈 ヌ ル モ ノア リ ジ

ガ、之 二初 感 染 ニ ヨ リ張 ク興 奮 セ ラ レタル 植 物 脾 経 が

更 二強 毒 菌 ノ重 感 染 ニ ヨ リ急 激 二 上 昇 セル 毒 作用 ヲ

受 クル結 果 ニ シ テ、 組 織 ノhyperergisch,allergische

Reaktionト 見 ル ベ キ モ ノニ 非 ズ トセ リ。 斯 ク ノ如 ク

ヨク菟 疫 サ レタ ル 動 物 ノ組 織 ニ モhyperergisch,all・

ergischeReaktionノ ・殆 ド 登 現 スル モ ノ ニ 非 ザル 故

二、 免 疫 トAllergieト ノ・互 二 異 ナル 全 ク 別 個 ノ2現

象 ト見 ル ベ キモ ノナ リ。(刀 根 山 柳 澤 抄)

小 見 及 ビ青 年 二於 ケ ル 開 放 性 結 核 ノ豫 後 及 ビ療 法

KarlEllinghaus:ZurPrognoseundBehandlung

deroffenenLungentuberkulosebeiKindernund

Jugendlichen.

Charlottenh6heノ 國 立療 養 所 二 於 テ1928/年 カ ラ

1935年 マ デ ニ治 療 シ タ 開 放 性 結 核 ノ小 見 ノ豫 後 ヲ性

別 、 年 次 別 、獲 病 ヨ リ死 マ デ ノ期 間 、 手 術 ヲ加 ヘ タ モ

ノ、 加 ヘ ザル モ ノ、獲 病 時 ノ年 齢 ニ ツ イテ 比較 検査 シ

Klareガ 開 放 性 結 核 ノ小 見 及 ビ 青 年 ノ 豫 後 ニ ツ イテ

肇 表 シ タ数 値.ト ヨク ー 致 シタ 成 績 ヲ得 タ。小 見 二 於 ケ

ル 最 好 望 ノ治 療 ノ・氣 胸 デ アル。殊 ニー 側 叉 ノ・雨 側 ノ氣

胸 療 法 デ ア ノレ。然 シ乍 ラ小 見 ニ ハ 全 ク 家 庭 的 關係 ア

リテ 無條 件 二氣 胸 療 法 ガ 出來 、充 分 監 督/出 來 得 ル保

詮 ノ出來 ナ イ 場 合 二 ・・氣 胸療 法 ヲ行 フ 期 間 中 数年 間

モ入 院 ノ状 態 ニ オ ク コ トガ絶 揖 必 要 デ アル 。コ ノ期 間

中 ノ學 校 及 ビ手 工 ノ訓 育 二i封 シ テ ・・成 人 二 射 シテ ア

ル 作 業 療 養 所 二椅 託 ス ル ノ ガ 最 良 デ ア リ最 モ簡 輩 デ

ァ〃 。(刀 根 山 青 野抄)

肺 放 線 状 菌 病 ト結 核 ノ臨 躰

FriedrichBaudach:BeitragzurKlinikderLunge-

naktinomvkoseundTuberkulose.

肺 放 線 菌 病 ・・比 較 的稀 有 ナ ル 疾 患 デ ア ル コ ト及 ビ共

特 有 ナル 臨 鉢 症 候 ヲ鉄 ク 爲 メ ニ 診 断 ・・非 常 二困 難 ナ

モ ノデ アル 。共 症 状 ノ、殊 二肺 結 核症 ト類 似 シテ居 ル 爲

メ_之 ト問 違 テ治 療 サ レ 病 勢 が 進 行 シ胸 壁 二痩 孔 ヲ

作 ル ニ及 ンデ始 メ テ ソ レ ト氣 付 ク事 が往 々有 ル。著 者
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ハ更 二此 ノ2ツ ノ病 氣 ノ・輩 二 臨 淋 症 候 が 似 テ 居 ル ノ

ミナ ラ ズヌ肺/病 理 解 剖 的 攣 化 モ 相 似 ジテ 居 ル 事 及

ビ從 ツ テ其 上 線 像 モ 共 通 シ タ黙 が 多 イ事 ヲ述 べ、更 二

進 ソデ其 感 染 経 路 ノ問 題 ヲ 論 ジ 三 縛 ジテ 診 噺 二及 ビ

今 日迄 用 ヒ ラ レテ 來 タ 色 々ナ 診 噺 方 法 例 ヘ バ 細 菌 學

的 ノ検 査 ヤ色 々ナ生 物 學 的 反 磨 ノ・何 レ・モ100%二 於 テ

確 實 二之 ヲ確 診 シ得 ル モ ノナ シ ト述 ブ。肺 放 線 状 菌病

二於 ケル 上 線 像 ノ・特 有 ナル 陰 影 ヲ 現 ノ・ス ト圭 張 ス ル

人 ア リ叉 之 二反 封 ス ル 者 ア リ。

著 者 ノ・共 ノ療 養 所 二 於 テ 親 察 シタル ー 例 ノ肺 放 線 菌

病 患 者 二就 テ其 臨 駄 病 歌 及 剖 見 ヲ 詳 細 二述 べ テ 居 ル 。

此 患 者 ハ同 時 二肺 結 核 症 ヲ 合 併 シテ 居 リ而 モ 開放 性

結 核 デ ア ツ タ爲 メ ニ 肺 放 線 状 菌 病 ノ 診 噺 ガ殊 二 困難

ナ リ シ例 デ アル 。(刀 根 山 西 村 抄)

結 核 治 療 二 封 ス ル 最 新 ノ藥 物 及 ビ榮 養 品

G.Schr6der:UberrleuereMedikamenteundNtih-

rmittelftirdieBehandlungderTuberkulose.

1)特 殊 的 蚊 』非 特 殊 的 刺 戟 療 法

患 者 ノ有 ス ル 自然 ノ抵 抗 力 ヲ可 及 的 高 メ 之 ヲ有数 ナル

範 園 二維 持 シ テ 行 ク ノガ凡 テ ノ 結 核療 法 ノ根 本 問題

デ アル。之 ノ・患者 ノ植 物 性 機 能 障 碍 ヲ調 整 シ、 叉 其 病

勢 二 磨 ジテ或 ヒノ・積 極 的或 ヒ ・・消 極 的 ノ療 法 ヲ合 理

的 二行 フ事 ニ ヨ リテ蓮 セ ラ レル。結 核 ノ特 殊 抗 元 ナル

「ツ ベル ク リソ」ヲ以 テ 結 核 患 者 ヲdei,ensibilisieren

ス ル コ トノ、結 核 二封 シ 良 好 ナル 影 響 ア リヤ ノ議 論 ガ

アル ガ、 …著 者 ノ多 ク ノ 経 験 デ ・・陰 性 「ア ネル ギ ー」二

脅 カサ レ!ル様 ナ 場 合 ニ ノ・「ツ ベル ク リン」二 勢 ヌ ル 過

敏 性 ヲ挑 登 ヌ ル コ ト・・必 要 ナ事 デ アル.今 日デ ハ旺 盛

ナル 「ア レ・ノしギ ー」ハ綱 歌 織 内 皮細 胞 系 ノ活 酸 ナル 機 能

ノ標 示 ナ リ トス ル 意 見 ヲ 抱 ク 人 が多 イ。 著 者 ハ更 二

「ア レル ギー」ト免 疫 ノ問 題 ヲ 論 ジニ ツ ノ現 象 ・・準 行

關 係 ア リ ト述 べ 「ア レ・ル ギ ー」・・有 害 二 非 ズ ム シ ロ利

用 ス ベ キ モ ノナ リ ト云 ヒ、 從 ツテB-C・Gノ 豫 防 接 種

ニ ヨ リテ 陽 性 「ア レル ギ ー」ヲ作 ラバ 免 疫 力 モ 亦 高 メ

ラvル 。陽性1ア レル ギ ー1・・全 盤 ノ細 胞 ヲ シテ 病 菌 二

封 抗 ス ル様 ナ意 味 二墾 調 サiCル ト述 ブ。 著 者 ・・Paraf

ノ實 験 デ免 疫 現 象 ナル モ/・ ・組 織 的 二 登 生 ヌ ノレモ ノ

デ抗 留 ・・免 疫 二 向 ツ テ 何 等 ノ 影 響 ナ シ ト 噺 ジ從 ツ テ

血 液 中 ノ抗 罷 ノ量 多 キ 故 ヲ以 テ 豫 後 可 良 ナ リ ト考 フ

ル ハ誤 リナ リ ト述 ブ。而 シテ 今 日迄 結 核 二向 ッ テ他

働 免 疫 ヲ獲 得 セ ン トヌ ル 幾 多 ノ企 テ ・・何 等 良果 ヲ見

ナ カ ツ タ ノハ理 ノ當 然 デ アル ト述 ブ。「ツ ベル ク リめ
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二封 ス ル高 イ感 受性 ・・今 日 デ ノ・罹 患 個 饅 ノ 強 イ防 禦

力 ヲ示 ス モ ノデ アル カ ラ、 カ ・ル 患 者 ・・之 ヲdesens・

ibilisierenス ル 必 要 ・・ナ イ。 カ ・ル 療 法 ノ・数 無 キ ノ ミ

ナ ラ ズ危 瞼 デアル 。結 核 ノ特 殊 療 法 ・・病 菌 二i封 シ全 ク

無 抵 抗 デ ノ・ナ イ ガヤ ・モ ス ル ト 其 防禦 力 ノ低 下 セ ソ

トス ル様 ナ 患 者 二向 ツ テ行 フ可 キ モ ノデ アル ト述 プ。

次 二非 特 異 性 ノ刺 戟 療 法 ト シテ ・・Czabo氏 ノ・脾 臓 ノ

越 幾 斯 ヲ、B6zy氏 ・・CarionKuthyヲ 推 賞 シテ居 ル

ト述 べ倫 共 外 二澤 山 ノ 刺 戟 物 が アル デ ア ラ ウが 今 一

ツBrauer氏 ・・Muchノ 「才 ム ナ ヂ}・」ガ結 核 ノ経 過

中 二起 ル 所 ノ所 謂 随 件 加 答 見 二 向 ツテ 良数 が アル ノ

ミナ ラ ズ更 二其 個 髄 ノ 防禦 力 ヲモ 高 メル 所 ノ合 理 的

ナ 非 特 異 性 刺 戟 物 二 閣 スル 藥 品 デ アツ テ其 際 忌 ムベ

キ副 作 用 ノ・全 然 見 ラ レナ イ ト云 ッテ居 ル ト…述 ベ テ居

ノレ。

の 化 學 療 法

著 者 ・・第 一 二黄 金 製 剤 二就 テ論 ジテ居 ル 。黄 金 剤 ・・之

ヲ軍 濁 二用 ユル ヨ リモ特 異 性 ノ抗 元 例 ヘ バ駕 「ツ ベル

〃 リ ソ」或 ヒ・・著 者/Thymus・tuberkulose・vakzineト

共 二用 ユル 方 が ヨ リ有 数 ナノγ事 ヲ圭 張 ス。其 理 由 トシ

テ著 者 ・・黄 金 刺 及 ビ抗 元 ノ湊 数 機 轄 ヲ詳 論 シ タル 後 、

Kutschera及 ビAichbergenノ 動 物實 験 ヲ 紹 介 シ黄

金 剤 ハ病 竈 二於 ケ ル 石 灰 化 ヲ促 シ 特 異 抗元 ハ ヨ リ多

ク結 締 織 培 殖 ヲ促 進 ス ル 意 味 二作用 ス ル 事 ヲ圭 張 ス。

此 療 法 ヲ行 フ場 合 ノ・患 者 ノ 病 勢 二 磨 ジテ 其 量 ヲ加 減

ス ベ キデ 藥用 量 ノ問 題 二就 テ ハー 定 ノ規 則 ・・立 テ ラ

レザ ル事 及 ビ適 磨症 二就 テ述 ブ。

Aurodetoxin。 之 モ結 核 二良 好 ア リ 殊 二其 大 量 投 與 二

耐 フル 鮎 二特 長 ア リ ト爲 ス。

Silogran。 之 ・・Kiesels5ureノ 製 剤 ナ リ著 者 ノ臨 脈 上

虹 二動 物 實 験 上 ノ 経 験 デ ハ 結 核 二封 シ 大 ナル 数 果 ・・

認 メ ラ レズ恐 ラ ク之 ノ・結 核 二向 ツ テ ノ 眞 正 ノ 牝 學 療

法 製 刺 ト見 倣 ス ベ キ モ ノニ ・・非 ズ シテ 純 粋 ノ藥 物 療

法 ノ意 味 二於 ケル 緩 和 ナ ル刺 戟 剤 デ ア ラ ウ ト述 ブ。

皿)藥 物 療 法

llデKieselstiureヲ 論 ジタ が 著者 ・・更 二 此 塵 デ之 ヲ

再 論 ス 〃 。Kieselsaure・ ・Kolloidalノ モ ノ ヲ推 賞 ヌ

〃 人 トLipoid16slichノ モ ノ ヲ推 賞 ス ル 人 トア リ。 結

核 二封 シ有 数 ナ リ ト圭 張 ス ル 人 ノ・之 ガ 細 胞 ノ抵 抗 力

ヲ高 メル ニ擦 ル トノ見解 ヲ抱 ク、Kieselsaureノ 吸 入

療 法 ノ、害 ア リテ盆 ナ シ。

Silphoscalin。 之 ・・Kiesels註ureト 燐 酸 「カル チ ウ ム」
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bノ 混 合 物 ナ リPfeifer氏 ・・結 核 二数 ア リ ト云 フ.

RobransCalcibiose,Arsen-Calcibiose。 之 ・・「レ・チ チ

ソ」、「ヘ モ グ ロ ビ ソ」、「ヴィタ ミソ」、「カル チ ウ ム」及 ビ

鐵 化 合 物 ヲ含 ム。Neumann・ ・之 ヲ推 賞 セ リ。

Aegrosan。 鐵 ト「カル チ ウム」結 核 患 者 ノ 貧 血 二 数 ア

リ。3%「 ゲ ラチ ソ」溶 液 。喀 血 二良 数 ア リTriolo氏

ノ・「ゲ ラ チ ソ」療 法 ニ ヨ リ罹 患 セル 血 管 ノThrombos-

ierungノ 結果 病 竈 二結 締 織 ノ 培 殖 及 搬 痕 化 力'起ルb

云 フ。

NanetoL骨 髄 内 二含 有 サ ル ・特 殊 ノ刺 戟 物 質 。 喀 血

二有 数.

Kongorot。1.5%溶 液 。 静 脈 内、 之 ・・網 状織 内皮 細 胞

系 ヲ刺 戟 シ輩 核 細 胞 培 加 ヲ起 シ 同 時 二 血 小 板 ヲ墳 ス

事 ニ ョ リ止 血 ノ数 ア リ。

$angostop。 之 ・・galakturons5ureester、 止 血 ノ数 ア リ。

Resy1。 之 ノ・Guajakol、glyzerintitherナ リ。 滴 状 デ

軍 濁 投 與 叉 ・・「コデ イ ソ」ト共 二與 へ 薇 二数 ア リ。

Expektysat,Expit,Isapogen,Hovaletten 。 之 等 ノ・皆

袖 疾鎭 咳 矧 ト シテ良 数 ア リ。

Peremesin。 結 核 患者 ノ嘔 吐 二数 ア リ。

Folinerin、Flury及Neumannガ01eanderノ 葉 カ ラ

分 離 セル モ ノ結 核 患 者 ノ血 行 障 磯 心 筋 障 磯 二有 数 。其

作 用 ノ・「ヂ ギ タ リス 」二類 似 ス。

IV)榮 養 及 榮 養 品

'Bickel・ ・榮 養 學 ノ進 歩 二大 ナル 功 績 ヲ残 シ タ
。 彼 が

人 間及 動物 二 就 テ ノ 詳 細 ナル 實 験 的研 究 二 糠 レバ 肉

髄 勢働 ・・養 債 ノ高 キ蛋 白 ヲ ヨ リ 多 ク消 費 スル ト云 フ。

此 事 ノ・叉 一 定 ノ病 氣 殊 二 慢 性 ノ 経 過 ヲ トル 結 核 二於

テ モ然 リデ アル 。此 意 味 二 於 テ肉 類 蛋 白 ノ・結 核 患 者 二

封 シテ 合理 的 ノモ ノデ ァル 。牛 面 二於 テ叉 人 類 ハ雑 食

動 物 デ アル カ ラ混 合 食 ガ最 モ榮 養 上 正 シ イ 食 餌 デ ア

ル 。此 際 二量 的及 質 的 ノ過 剰 ・・避 ケ ネ バ ナ ラ ヌ事 ノ・申

ス迄 モ ナ イ。此 根 本 原 則 ・・結 核 ノ食 餌 二封 シテ指 針 ト

ナル モ ノ デ アル 。Bickelニ ヨル ト「ヴ
ィタ ミ ソ」及 ビ鑛

物 質 補 給 二向 ツ テ良 イモ ノ ハ粒 状 「パ ソ」、糧食 「パ ン」

及 ビ堅 「パ ン」デ アル 。之 等 ノ「パ ソ」・・小 屡 「パ ン」ヨ リ

モ 中 間新 陳 代 謝 二i封 ンテ モ ヨ リ良 キ 影響 ア リ ト云 フ
。

叉 結 核 患 者 ノ榮 養 二於 テ 含 水 炭 素 ヲ 多 量 二 與 ヘ ル コ

トハー 方 蛋 白質 ノ節 約 トナ リ他 方 脂 肪 ノ 酸 化燃 嶢 ヲ

良 好 ニ スル 意 味 二於 テ推 賞 ス ベ キ事 デ アル 。ヘ ル マ ソ

茎 ドル フヱニ 氏 ノ食 餌 標 式 ハ肺 外 結 核 二封 シ良数 アル

事 ハ永 年/経 験 ニ コ リ確 實 デ アル ト 述 ブ 著 者 ・・更
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二結 核 患 者 二 ・・「ヴ。タ ミ ソ」牛 衡 状 態 ノ障 磯 アル が 故

二豊 富 ナ ル 「ヴィタ ミ ソ」量 ヲ投 與 ス ベ キ コ ト ヲ論 ジ各

種 「ヴィタ ミ ソ」ノ結 核 患 者 二封 ス ル 数 果 ノ種 々 ノ作 用

機 能 ヲ詳 論 ス。 多 量 ノ「ヴィタ ミン」及 酵 素 ヲ供 給 スル

目的 二 ・・Bircher・Benner/Rohstifte・Kurヲ 推 賞 シ

脂 肪 肥 滞 ノ患 者・・之 ニ ヨ リテ水 分 ヲ脱 却 シ燈 重 減 少 ヲ

來 シ循環 器 ・・之 ニ コ リ員 推 ヲ輕 減 サ ル利 盒 ア リ。叉 新

陳 代 謝 ノ「アル ヵ り」化 ・・恐 ラ ク抵 抗 力 ヲ高 メ ル 利 盆 ガ

ア ル ト述 べ 而 シテ 之 等/一 方 向 キ ノ食 餌 様 式 ハ 結 核

二 於 テ ・・注 意 深 ク愼 重 二行 フ ベ シ ト述 ブ。結 核 患 者 ノ

食 慾 ヲ元 進 サ セ 速 カ ー 髄 重 ヲ 塘 加 サ セル ニ ハ 「イ ソ

ス リソ」ノ少 量 ヲ用 ユ ベ キ コ トヲ 推 賞 シ 之 ハ叉 肺 結

核 ニ モ良 影響 ア リ ト述 ブ。最 後 二著 者 ノ・糖 尿 病 患 者 デ

結 核 ヲ合 併 セル 場 合 二 注 意 ス ベ キ 事 ・・糖 尿 病 ナ ル モ

ノノ・輩 二膵 臓2氏 島 ノ機 能 不 全 ニ ヨ リテ起 ル ノ ミナ

ラ ズ之 ト 反 封 ノ 立場 二 立 テ ル 磯 下 垂 髄 及 ビ副 腎 ノ機

能 充 進 ノ際 ニ モ起 ル。故 二結 核 患 者 ニ シテ糖 尿 アル 場

合 ・・其 ノ 食 餌 ノ・其 個 々 ノ場 合 二滴 合 セル モ ノ ヲ撰 ブ

ベ キデ アル ト述 プ。(刀 根 山 西 村 抄)

孤 立 性 喉 頭 結 核 問 題 補 邉

Maria・ThereseCharlier:BeitragzurFragedes

isoliertenVorkommensderKehlkopftuberkμlose.

組 織 學 的検 査 及 動 物 實 験 ニ ヨツ テ 初 メ テ 結 核 デ アル

コ トガ知 ラ レタ ー 見 原 獲 性 弧 立 性 喉 頭 結 核 ヲ 思 ハ シ

メ タ ー 例 ノ報 告 デ アル。(刀 根 山 青 野 抄)

ZeitschriftfUrTuberkuloseBand79H.5.1938.

辮 …氣 胸 ノ辮 ノ位 置 ト構 造 及 治 療

ErichMaxMtiller:UberdenSitzundBaudes

VentilsbeimVentilpneumothoraxundtiberdie

BehandlungdiesesKrankheitsbildes.

從 來 ノ解 剖 的 所 見 カ ラ 癬 氣 胸 ノ 饗 生個 所 ハ肺 ノ最 モ

表 面 ナル 肋 膜 部 二 占 居 シ ソ ノ 機 構 ・・一 般 二辮 嚢 デ ア

ル カ叉 ・・細 小 痩 管 ノ形 デ起 ル トサ レテ ヰル 。所 ガ著 者

ハ最 近2例 ノ剖 槍 ニ ヨ リ 之 等 ト 異 ツタ 第 三 ノ様 式 ヲ

登 見 シ タ。 ソ レ・・空 洞 二開 ロス ル 氣 管枝 二潰 瘍 が ア リ

歴 二封 ス ル 過 敏/タ メ 辮 作 用 ヲ 來 タ シ タ モ ノデ即 チ

深 部 二 於 ケ ル 呼 吸 性 氣 管 枝 閉 鎖 二 由來 ス ル ノデ アル 。

治 療 法 トシテ ハ持 績 的 吸 引 法 、内 外歴 ヲ卒 均 サ セル 法

等 が アル ガ著 者 ノ考案 セル 法 ヲ 紹 介 シ 從 來 ノ方 法 ノ・

技 術 上 ニ モ理 論 上 ニモ 相 違 ス ル モ ノデ 簡 便 ナ ル ノ ミ

ナ ラ ズ滲 出液 及 膿 胸 ノ惹 起 ヲ 少 ナ カラ シメル 優 秀 鮎

ヲ有 ス ル ト逃 ベ テ ヰ ル。(刀 根 山 松 村 抄)

滲 出性 肋 膜 炎 研 究 補 遺

AlbertodeCarvalhoundCarlosVidal:Beitrag

zumStudiumder,,Pleuritisexsudativa``

23例 ノ肋 膜 滲 出液 二就 テ培 養 試 験 ヲ 施 行 シタ。1例

以 外 ・・敦 レモ 氣 胸 二 由來 セル モ ノデ アル 。 ソ ノ中10

例 ノ・漿 液 繊 維 素 性 デ 他 ・・多 少 ナ リ トモ 膿 性 ノモ ノデ

アル'。

培 養 基 及 培 養 法 ・・L6wenstein法 二 從 ヒ10%硫 酸 水

ニ テ塵 置 シ遠 心 沈 澱 物 ヲ 「ピペット」ヲ以 テ培 養 シ、 他

方 同 時 二 封 照 トシ テ動 物 試 験 ヲ施 行 シ タ。

培 養 ニ ヨ リ結 核 菌 ヲ詮 明 シ得 タ モ ノハ77%デ ァル 。

コ ノ陽 性 卒 ノ・飴 リ高 クナ カ ツ タ が、ソ ノ原 因 ノー ツ ハ

使 用 シタル 雑 菌 除 去 法 ノ 不 完 全 ニ ヨル 培 養 不 純 ニ ア

ル 。硫 酸 法 ノ・必 フごシモ信 頼 シ能 ・・ズ ト考 ヘ ル 。

次 二肋 膜 滲 出 液 ヨ リ分 離 シタ 結 核 菌 ノ 毒 カ ヲ海 猿 ニ

ツ キ テ検 査 シタ ル ニ 劃`照 タ ル 牛型 毒 力 菌 二 比 シ 遙 カ

ニ弱 毒 デ ア ツタ。(刀 根 山 松 村 抄)

先 天 性 胞 状 氣 腫 ニ ョル 突 護 性 氣 胸 ノ ー例

K.Bhhler:Kongenitalesbul16sesLungenemphysem

undSpontanpneumothorax.

外 傷 ソ ノ他 ノ誘 因無 ク シ テ 突 登 性 氣 胸 ノ 症 状 ヲ 呈 セ

ル51歳 ノ'男。X線 及 氣 管枝 鏡 検 査 ノ結 果 、 右 肺 上 、

中葉 ・・2個 ノ巨 大 ナ ル嚢 胞 ヲ形 成 シ、別 二肋 膜 二存 セ

シ先 天 性 裂 溝 ニ ヨ リVentilpneumothoraxヲ 來 セ シ

モ ノ。 同 患 者 ノ所 見 ヨ リ シテBul16sesEmphysemノ ・

氣 管 ノ交 通 異 常 ニ ヨ リ生 フ1ルモ ノ ニ ノ・非 ザル ヲ附記

ヌ。(刀 根 山 岩 崎 抄)

v・Gr6er氏Allergometrieト 局 所 血 液 像

T.Cervia.J.GarciaLopez,J.P6rezundA.Wi1・

dpret;BeitragzumStudiumderAllergometrievon

v.Gr6erdurchdaslokoleBlutbild.

v・Gr6er及 ビ ソ ノ 共 働 者 ノ・、Tuberkulinreaktionヲ

藪 値 的 二測 定 シ テ以 テAllergieノ 程 度 ヲ評 便 ス ル 方

法 ヲ案 出 シ、 之 ヲAllergometrieト 稻 シテ 居 ル 。 著

者 等 ・・、 該Allergometrieノ 成 績 が 臨 脈 上 果 シテ 委

當 ナ リヤ 否 ヤ ヲ批 剣 ス ベ ク、性 年 齢 及 ビ病 型 ノ雑 多 ナ

ル59例 二 就 キ、Allergometrieト 共 二 局 所 血 液 像 検

査 ヲ併 ハ セ行 ヒ、雨 法 ノ成 績 ヲ比較 封 照 シテ敦 レ ノ方
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法 力。ヨ リ良 ク結 核Allergieノ 状 態 ヲ標 示 シ得 ル カ ヲ

見 タ。 其 結 果 著 者 等 ・・、v.Gr6er氏 法 ノ・誤 差 ヲ起 ス

ベ キ 因子 ヲ絵 リニ 多分 二藏 シテ 居 ル ノデ、本 法 ノ成 績

ノ當 否 ヲ判 断 スル 事 が 出來 ナ イ、從 ツテ本 法 ノ立 ツ理

論 ヲ直 チ ニ承認 シ得 ナ イ ノ ミナ ラ ズ、叉 本 法 ノ實 地蓮

用 ニモ 困 難 ガ 存 ス ル 。 併 シ叉 、Helmreichノ 圭 張 ス

ル 比 較 的 局 所 淋 巴球 塘 多 ヲ見 ル 方 法 一 セ ヨJones及

ビCrocker雨 氏 ノ立 テ タ 絶 封 的 局 所 淋 巴球 堆 多 ノ示

勲 ニ ヨル 方 法 ニ セ ヨ、 局 所血 液 像 槍 査 がAllergo-

metrie二 代 ツ テ ヨ クAllergie状 態 ヲ標 示 シ得 ル モ ノ

デ アル トモ云 ヘ ナ イ ト結 論 シテ居 ル 。

(刀 根 山 刈 部 抄)

結 核 專 門 外 雑 誌

全 身 的 血 液 像 ト局 所 的 血 液 像 トヲ 比 較 シ タ 結 核 性

病 竈 亙 底 ノ細 胞 像

HeinrichBaar:UberdasZellbilddertuberku16sen

HerdreaktionimVergleichmitdemallgemeinen

undlokalenBlutbild.(ActapaediatricaVol .XVIII,

p.322-339,1936ノ

小 見 ノ肋 膜 炎患 者 ト結 核 性 鵬 膜 炎 患 者 トニ於 テ、指 先

カ ラ探 血 シ タ 血 液 像(全 身 的血 液 像)ト ビル ケ反 慮/

際 二 生 ジタ丘 疹 カ ラ 探 血 シタ 血 液 像(局 所 的 血 液 像)

ト ヲ検 シ、更 二肋 膜 炎患 者 デ ハ胸 腔 内 二、 鵬 膜 炎 患 者

デ ノ・脊 髄 腔 二、夫 々奮 「ッベル ク リ ソ」0.1乃 至0 .5mg

ヲ注 射 シ、ソ ノ前 後 デ滲 出液 及 ビ膿 脊髄 液 ノ中性 多 核

白血球 ト淋 巴球 ノ数 及 ビ比 奉 ヲ検 シタ。ソ ノ結 果 肋 膜

炎 患 者 デ ・・全 身 的血 液 像 二 於 〃 ル ヨ リ局 虜 的 血 液 像

二 於 テ淋 巴球 培 多 が著 シク、 滲 出液 ニ モ 「ソ ベル ク リ

ソ」注 射 後 淋 巴球 ・・増 加 シ ダ。 コ ノ際 ノ 淋 巴球 塘 多 ノ・

彬 朱ナ 「ア レル ギー」反獅 解 サ レノレ。欄 鱗 患 者 デ.・

一 致 シタ成 績 が 出 テ ヰ ナ イが
、著 者 ハ コ レモ 目的 論 的

立 場 カラ説 明 シ 得 ル モ ノ1・ナ シ、Helmreich設 ヲ支

持 シテ ヰル 。(京 大 小 見 科 松 田抄)

結 核 性 拶 膜 炎 ノ頻 度 ノ減 少 二就 テ

AllanGunther:Aboutthedecreaseinthefre-

quencyoftubernularMeningitis.(Ac亡apaediatrica

VoLXVIII,p.340-356,1936)

Wallgrenニ ヨ レバ結 核 性拶 膜 炎 ・・「ツ ベル 〃 リ ン
」反

磨 が陽 性 ニ ナ ツテ カ ラ4乃 至8週 二 起 ル コ トガ最 モ

多 イカ ラ、結 核 性 拶膜 炎 ノ豫 防 ニ ハ、 小見 結 核 ヲ早 期

二診 断 シ、 盤 温 、赤 血 球 沈 降 速 度 ガ尋 常 ニナ ・レマデ治

療 シ、 更 二 結 核 ノ感 染 ヲ、特 二 乳 幼見 二於 テ防 が ネ バ

ナ ラ ヌ ト スル。彼 ハ相 談 所 ノ活 動 ガ結 核性 拶 膜 炎 ノ減

少 ヲモ タ ラ スモ ノ ト シ壬 二 元ゴ ブル ぞ 二 相 談 所 ノ 出

來 タ1928年 ノ前 後 ノ5年 間 ヲ比 較 シ乳 幼 見 ノ結 核 性

腸 膜 炎 が牛 数 二減 ジタ ト イフ。著 者 ノ・コ レ ヲ吟 味 シヨ

ウ トス ル 。

北 欧都 市 オス ロー、 コベ ン・・一 ゲ ソ、ゴー テ ン プル グ

デ年 々結 核 死 亡 鍛 ・・減 少 シ ツ ・アル 。而 ヵ モ結 核 性 謄

膜 炎 ・・オ ス ロー、コ ペ ソ ・・一 ゲ ソニ於 テ ・・ゴ ー テ ン プ

空2=以 上 二減 少 シテ ヰ ル。然 シコVラ ノ都 市 二結 核 性

膀 膜 炎 二封 ス ル 特 殊 ナ 設 備 ガ ゴ ー テ ンブル グ ノ如 ク

ニ ツク ラ レ・タコ ト ヲ聞 カ ヌ。北 欧 都 市 ニ ォ ケル結 核 性

携 膜 炎 ノ減 少 ノー ツ ノ原 因 ノ・感 染 源 タル 肺 瘍/減 少

一 アル 。今 一 ヅ北 欧都 市 デ ノ・小 見 ノ出 生 籔 ガ年 々減 少

シテ ヰ ル カ ラ 結 核 性拶 膜 炎/絶 封 撒 モ 亦 減 少 シタ ノ

デ ァル。(京 大 小 見科 松 田 抄)

結 核 性 彊 膜 炎 ノ減 少 二 就 テ

ArvidWallgren:Onthedecreaseintuberculous

Meningitis(ActapaediatricaVol.XVIIIp .474-481,

1936)

上 記 ノGuntherノ 所 論 ヘ ノ反駁 デ アル 。

乳 幼 見 二於 ケル ア ラ ユル 結 核 豫 防 ノ・鵬 膜 炎 ノ豫 防 ト

同 ジデ アル。而 シテ ス ベ テ ノ磯 膜 炎豫 防 ノ・全 髄 トシテ

結 核 豫 防 ヲナ ス モ ノデ ァル 。

Gunther)"オ ー一ス旦。ニ ニ於 テ、結 核 豫 防 ・・乳 幼 見 ノ感 染

豫 防 ト蛇 行 シテ 行 ・・レテ ヰル コ ト ヲ聞 カ レナ カツ タ

ん 櫃 憾 デ アル
.コ ペ …公 一一 ゲど デ ・・事 情 力・少 シク異

ル 。 此 庭 デ ・・結 核/1/sが 牛 型 菌 ニ ヨル モ ノ デ アル
。

而 モ近 年 牛 結 核 二i封スル 豫 防 ガ 最 モ 果 敢 二行 ・・レタ

ノハ2ご∠ ヱニ≧ デ アル コ ト・・周 知 ノ事 實 デ アル
。.

三≧聖 ニルtLI二 關 スノレ自 分 ノ報 告 テ ・・、小 見 数 二i封

シテ/小 見 結 核 死亡 ガ ー 般 結 核死 亡 率 二 比 ベ テ急 激

ナ減 少 ヲ示 シ タ コ トヲ明 記 シ テ ヰ ル
。一般 結 核 死亡 率

ノ減 少 、出 生 率 ノ低 下 ・・コ ノ急 激 ナ 小 見 結 核 死 亡 ノ減

少 ヲ説 明 シ得 ル モ ノ デ ・・ナ イ。Guntherノ 意 圖 ・・善

良 デ ア ル ニ ンテ モ ソ ・所 設 ・・結 核 豫 防活 動 ヲ 過 少 詐
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債 スル危瞼 ヲ多分 二持 ツテヰル。

(京大小見科 松 田抄)

1926年 カラ1934年 二至 ルモスク ワ市 ソコルニチエ

スキイ療 養所 ノ資料 ヨ リ見タ小見結核 ノ「サナ トリ

ウム」療法の
1.MaizeliM.Preobradenski:Sanatornoseletenie

tuberk16sawrannemdetskomwozrastepodannim

Sokolniteskowosanatopia(1926-1934gg)(Sowets-

kaj.tPediatrijaS.60-66,1936)

1926年5月 カラ1934年1月 マデ ニ ソコル ニ チ エ ス キ

イ 「サ ナ ト リウ ム」(「ベット」籔70)デ 療 養 シタ580人 ノ

小 見 結 核 患 者 二就 テ ノ 統 計 的 観 察 カ ラ 著 者 等 ハ 次 ノ

ヤ ウニ結 論 ス ル 。

1.腫 瘍 形 及 浸潤 形 氣 管 枝 淋 巴腺 炎 、肺 ノ寝 潤 、 肺/

播 種 形 結 核 及 肋 膜 炎 ヲ病 ム小 見 ・・肺 結 核 「サ ナ ト リウ

ム」デ指 導 ス ベ キ デ アノレ。

2.「 サ ナ 〉 リウ ム」ノ活 動 ノ 基 礎 トナ ル ベ キ モ ノ ハ

規 則 正 シ イ療 養 教 育 生活 、 水 溶 日光 浴 療 法 、大 氣 療 法
の

及 適 當 ナ榮 養 デ ア ル。

3.「 サ ナ ト リ ウ ム」二 於 ル 規 則 正 シ イ 敏 育 ・・小 見 ノ

恢 復 二大 キ ナ意 味 ヲ持 ソ。

4.ス ベ テ ノ幼 見 ノ代 償 性 、亜 代 償 性 肺 結 核 デ ・・日光

治 療 法 ヲ行 フ。

5.「 ソ ヴヱー-b」聯 邦 ノ中部 地 帯 デ ノ・「サ ナ ト リウ ム」

ノ・1年 中 ヲ通 ジテ大 氣 療 法 ヲ大 イ ニ 利 用 ヌ ベ キデ ア

〃 。5月 カ ラ9月 マ デ ハ 夜 間 睡 眠 ・・大 氣 中 デ トラ セ

ル 。冬 期 極 寒(零 下31度 乃 至34度)二 於 テ モ午 睡 ・・大

氣 中 デ行 ・・セ、 散 歩 モ 中 止 シナ イ。

6.「 サ ナ ト リ ウム」生 活 デ小 見結 核 患 者 ・・1800乃 至

2000「 カ ロ リー」ノ大 量 ノ榮 養 便 ヲ要 ス ル 。蛋 白脂 肪 、

含 水 炭 素/比 ・・正 シカル ベ ク、 臨 類 ノ「・ミラ ン スJハ

「プ ラ ス」デ ナ ケ レバ ナ ラ ヌ。

7.小 見 肺 結 核 ノ「サ ナ1・ リ ウム」滞 在 ノ亭 均 期 間 ハ

6ケ 月 デ アル 。

8.小 見 肺 結 核/タ メ ノ 「サ ナ ト リ ウム」・・ス ベ テ ノ

「サ ナ ト リウ ム」二必 要 ナ モ ノ ヲ 備 ヘ タ 特 別 ノ建 築 物

ヲ必 要 トス ル 。「サ ナ ト リウ ム」活 動 二先 ヅ必 要 ナ モ ノ

ノ・邑レ ソ トゲ ソ」室 ト整 備 サ レタ實験 室 トデ アル 。

(京 大 小 見 科 松 田抄)

幼 見結 核 「ア レル ギ ー 」ノ 若 干 ノ 病 態 生 理 學 的 指 標

二就 テ 。 「ア レル ギ ー」ノ指 標 トシ テ ノ(望2ツ ー!7E

嬢 二 際 ス ル)「ツ ベ ル ク リンー エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 現

録 【第16巻

象

1.W.Z,mbler,P.M.Pecuku.A.E.Gurewic,0・

nekotorixpatofiziologiceskixpakazateljaxalepgii

prituberku16zeu.deteirannewowozrasta・Tuber-

kulino-eosinofilinifenomen(prireakziiMantoux)

Kakpakaxatelalergii.(SowetskajaPediatrija4・c・

1】-18.5.u.3-11,1936)

幼 見 ノ活 動 性 結 核 デ ・・微 量 「ツ ベル ク リ ン」ニ ヨル マ

ソツ ー反 慮 検 査 施 行 後 牛 時 間 、4時 間 二 於 テ 血液 中

ノ「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 轍(Dtinger氏 法 ニ ヨ リ計 算)ノ

減 少 ヲ見 ル ト言 フ。「ツ ベル ク リソ」皮 内反 慮 ノ登 赤 ノ

大 サ ト「エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞 減 少 率 ト ノ 間 二 準 行 關 係

・・見 ラ レナ イ。(京 大 小 見科 松 田抄)

小 見 結 核 ノ浸 潤 形 ノ 酸盤 基 平 衡 ノ 問題 二 寄 セ テ

N.Dobrinina・Beljazkaja:K.woprocuo.scelocno-

Kislotnomrawnowesiiu.deteic.infiltratiwnim

formamituberku16卜a.(SowetskajaPediatrija4.c・

19-23,1936)

結 核 ノ寝 潤 形 ヲ病 ム 小 見 二 於 テ ・・「ア チ ドー ジス」ヘ

ノ著 明 ナ傾 向 が 見 ラ レル(豫 備 「アル カ リ」ノ低 下)。

進 行 形 デ ハ豫 備 「アル カ リ」数 ハ通 常 低 下 シ、輕 快 ス ル

モ ノデ ノ・培 加 ス ル 。

豫 備 「アル カ リ」敬 ノ 低 下 ス ル 場 合 ハ 大 部 分 同 時 二赤

血 球 沈 降 速 度 促 進 シ、白 血球 鍛 増 多 ア リ、 核 ノ左 方 移

動 が見 ラ レル 。

酸 嚇基2F衡 ノ状 態 ト 血糖 ト ノ 問 ニー 定 ノ 合 則 的 關 係

ハ認 メ 得 ナ ヵ ツタ。(東 大小 見科 松 田 抄)

幼 見 結核 二 於 ケ ル 「ツ ベ ル ク リン」及 感 二 際 ス ル 血

液 像 ト赤 血 球 沈 降 速 度

P.P.Holdbergu.A.E.Gurewic:KartinaKrowi

iosedanieeritrozitowprituberkulinowlxrea1くzijax

u.tuberku16znixdeteirannewowozrasta.(Sowetsk.

ajaPediatrija4.C.24-30,1936)

1ッ ベル ク リソ」試 験 後 ノ 血 液 像/艇 化 ・・結 核 個 盟/

反 慮 状 態 ヲ反 映 スル。 結 核 小 見 一 ト ツテ 「ッ ベル ク リ

ン」ニ ヨル 試 験 ハ 植 物 紳 繹 系及 「ノゼ ソ ヒ ウ ム」二謝 ス

ル 機 能 的 員 荷 試 験 デ アル 。 「ツ ベ ル ク リ ン」二 樹 スル

「メ ゼ ソ ヒ ウ ム」ノ側 カ ラ ノ反 磨 ニ ノ・次 ノ種 類 が アル 。

帥 「ノル メル ギー」反 慮 、「ヒ ポ エル ギ ー」積 極 性 反 慮 、

「ヒ ボエ ル ギー」消 極 性 反 慮
、及 ビ 「ヒペ ル エル ギ ー」反

雁1が コVデ アル。

「ノル メ ル ギー 」反 磨 ・・血 液 像 デ ノ・多 核 白 血球 数 ノ塘
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加 ト シテ ア ラ ・・レ、ドツ ベル ク リ ソ」導 入 ノ影 響 下 二於

ル 滲 出性 現 象 ノ弧 化 ヲ示 ス。

「ヒ ポ エル ギ ー」反 磨 デ ・・血 液 像 二著 髪 ヲ起 サ ズ
、時 二

淋 巴球 性 反 鷹 ヲ見 ル.コ レ ・・繹 過 ガ 安 定 シ、 個 髄/

「ツ ベル ク リ ソ」二i封ス ル 反 磨 ガ ー 定 不攣 デ ア ル場 合

二見 ラ レル。 即積 極 的 「ヒ ポ エル ギー」デ アル 。反 之 個

骸 ノー般 状 態 が悪 化 シテ ヰル 時 二 弱 イ 反 晦 シ カ見 ラ

t/ヌ コ トが アル 、 コ レ!ハ消 極 的 「ヒポ エル ギー」デ ア

ノVo

「ヒ ペル エ ル ギー」反 磨 ノ・血 液 像 デ ノ・「モ ノチ ー テ ソ」

組 織 球 性 細 胞 ノ増 加 、核 左 方 移 動 及 「エ オ ジ ソ」嗜 好 細

胞 ノ培 加 ト ンテ ア ラ ハ レ・ル。コ レ ハ小 見 ノ不安 定 ナ繹

過 ヲ呈 ス ル結 核 ニ ヨ ク見 ラ レノル。

血 液 像 デ見 ラ レル 反 慮 ノ特 性 ・・「ツ ベル ク リ ソ」局 所

反 磨 ト必 ズ シモー 致 シナ イ。之 ・・「ソ ベル ク リ ソ」反 磨

ノ際 二血 液 像 試 験 ノ必要 ナ コ ト ヲ語 ル。

「モ ノチ ー テ ソ」反 晦、 核 左 方 移 動 、滲 出性 反 応 ノ塘 強

ノ時 二 ・・赤 血 球 沈 降 速 度 ハ促 進 スル 。

小 見 結 核 二於 ケル 「ツ ベル ク リ ソ」反 噸 二 際 ス ル 血 液

像 ノ動 態 ハ豫 後 及 結 核 疾 患 ノ 特 殊 療 法 ノ 問 題 ノ 支黙

ト シテ役 立 ツ。(京 大 小 見 科 松 田抄)

幼 見 結 核 「ア レル ギ ー 」ノ 若 干 ノ 病 態 生 理 學 的 指 標

二就 テ 。 「ツ ベ ル ク リ ン」一「工 才 ジン」嗜 好 細 胞 現 象

ノ機 鯨 ノ問題

L.M。Pecyk:0.nekotopixpatofiziologiceskixpok-

azateljaxalergiiprituberkul6su.deteirannewo

wozracta.K.woprosnO.mexanizmetuberkulino-

eosinofilinowofenomena.(SowetskajaPediatrija

5.C.12-18,1936)

肛ッベ ル ク リソ
」一「エ オ ジソJ嗜 好 細胞 現 象 ヲ 検 査 シタ

結 核 幼 見 二 更 二「ア ドレナ リ ソ」及 ビ 「ピ ロ カル ピ ソ」

皮 下 注 射 ヲ併 用 ンテ 同様 牛 時 間後 ノ血 液 中 ノ「エ オ ジ

ソ」嗜 好 細 胞 倣 ヲ計 算 シ比 較 シタ。サ キ ニ1ツ ベル ク リ

ソ」一「エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞 現 象 ノ 陽性 二 出 タ 小 見 二 限

リ、植 物 紳 繹 系 一「ツベ ル ク リ ソ」一「エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞

反 磨 ノ何 レカー ツ ガ陽 性 二 出 タ コ ト・・該 現 象 が植 物

神 経 系 ト關 係 アル コ1・ ヲ示 ス。 「ツ ベル ク リ ソ」ノ「エ

オ ジ ソ」嗜 好 細 胞 二及 ボ ス 影響 ・・「ア ド レナ リ ソ」ノ作

用 ト同 一覗 ス ル コ トハ出 來 ヌ。比 較 的経 過 ノ ヨ イ幼 見

結 核 デ ノ・「ワ ゴ トニー 」が多 イ。1ツ ベ ル ク リ ン」皮 膚 反

磨 ト「ツベ ル ク リ ソ」一「エ オ ジ ゾ」嗜 好 細 胞 現 象 ト ハ植

物 紳経 系毒 二封 シ不 行 シナ イ。

録 971

(京 大 小 見 科 松 田 抄)

小 見 集 團 二 於 ケ ル 結 核 ノ 問 題

A.M.Kropacew:K.woprocuotuberkul6sew

detskixKollektiwax.(SowetskajaPediatrija5.C.

　

120-124)

1925年 カ ラ1927年 ニ ワ タ リ著 者 自 ラ カ'ソ ヴ=.一一一ト 聯

邦 ノ種 々 ・地 方 ノ幼 稚 園 、託 見 所 デ ビル ケ 反 磨 ヲ1週

間 ノ間 隔 デ2同 繰 返 ス 試 験 二dリ 結 核 感 染 ヲ検 査 シ

タ トコ ロ各 地 二於 テ 略 く同様 ノ 感 染 卒 ヲ見 タ。 即 チ

4-5歳

5--6歳

6-7歳

7-8歳

44.1%

43%

63%

64%

第2同 ノ ピル ケ検 査 デ 陽 性 二 出 ル モ ノが 陽 性 者 ノ8

%二 於 テ存 スル 。ソ ノ後 年 々小 兜 ノ結 核 感 染 率 ・・減 少

シテ ヰル が、 コ レ ハ託 見所 、幼稚 園 デi蘇母 ノ結 核 検 査

ヲ嚴 重 二行 フ ヤ ウニ ナ ツタ結 果 デ ア ル。

(京 大 小 見 科 松 田 抄)
ノ

結 節性 紅 斑 ト結 核

0.A.KaprieljaniC.A.Agamirzow:Uzrowaja

eritemaituberkl6se,(SowetskajaPediatrija9.C.

88-95.1936

臨 脈 的 事實 ・・結 節 性 紅 斑 ノ古 イ 概 念 ヲ 動 揺 セ シメ ツ

ツ アル 。結 節 性 紅 斑 ト結 整 トノ關 係 ・・盆 く確 カニ ナ

ツ タ。著 者 ノ 「ク リニー ク」デ ノ・過 去6年 間 二35 .457

人 ノ小 見 患 者 ヲ取 扱 ヅ タ ガ ソ ノ中 本 疾 患 ・・60例 ア ツ

タ。 男 見 ヨ リモ女 見 二多 イ。墨 齢 期 〔最 モ 多 イ。 ソ ノ

年 齢 的 分 布 ・・結 核 ノ年 齢 的 分 布 ニ ナ ラ フ一季 節 的 二來

ル モ ノデ結 核性 踏 膜 炎 ト季 節 ヲ同 ジ ク ヌ ル。本 疾 患 ・・

種 々 ノ膿 質 ノ小 見 二來 得 ル 。ピル ケ 反 竃 ノ・張 陽性/モ

ノが 多f。 大部 分 「レ ソ トゲ ソ」デ結 核 性 攣 化 ヲ呈 スル
。

本 疾 患 ヲ有 ス ル小 見 ハ獲 疹 直 前 力叉 ・・聚 疹 中 二 「ツ ベ

ル ク リ 乳 反 鷹 が陽 性 トナ ツ タモ ノデ アル 。 結 節性 紅

斑 ノ局 彪 ノ 血 液 像 ハ「ツベル ク リソー丘 疹 ノソ レ ト同

… デ アル パイ・疾 患 ・・「ヂ スペ ソサ リー」デ取 扱 フベ キ モ

ノデ アル 。(京 大 小 見 科 松 田 抄)

小 見 ノ骨 、 關 節結 核 ノ早 期 症 状

E.Rolie:0.wijawleniirannixformKosto・sustasv-

nowotuberkl6seudetei .(SowetskajaPediatrija9.

C.96--99,1936)

ソ ヴヱー ト聯 邦 二 於 テ小 見 ノ骨 、關 節 結 杉 ノ出現 卒 ノ・

1萬 人 二封 シ8乃 至9人 デ ア ノし。3歳 カラ6歳 マ デ ガ
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最 モ多 イ。 骨 、關 節 結 核 ・・今 マ デ健 全 デ ア ツタ結 核 感

染 見 二突 然 二起 ル ヤthテ7ル が、注 意 シテ ヰ レバ早 期

症 状 ヲ蛋 見 出來 ル。

1)夜 二小 見 ガ突 然 泣 キ 出 ス ノー 本 疾 患 ニ ヨル モ ノ

が アル。甕 間 ・・骨 ヲ支 ヘ テ ヰ タ筋 肉 ガ睡 眠 中 二弛 緩 シ

テ、 關 節 ノ終 痛 ガ直接 二 感 ゼ ラ レル カ ラ デ ア ラ ウ。

2)機 嫌 ガ悪 ク ナル 。

3)訴 へ が週 期 的 ニ ア ル。

カ ・ル 早 期 症 状 ・・小 見 科 醤 が 見 ル コ トガ 多 イ ノデ ア

ル カ ラ小 見 科 謄 ・・骨 、關 節 結 核 ノ早 期 診噺 二 熟達 シ テ

ヰ ナ ケ レバ ナ ラ ヌ。 カ ・ル症 状 ノ アル 兜 ノ・注 意 シテ コ

レ ヲ雨 脚 比 較 シテ 検 査 ス ル 必 要 が アル 。「レ ソ トゲ ソ」

・・早 期 診 断 二 役 立 ツカ ト イフ 問 一 へ 技 術 ト「フィル

ム」ト ノ問 題 ダ ト答 ヘ ル シ カ他 ガ ナ イ。 脊椎 ノ寓 眞 ノ・

必 ズニ ツ ノ面 カ ラ撮 ラ ネ バ ナ ラ ヌ。 攣 化 ト シテ ・・「オ

ス テ オ ポ ロー ゼ 」ト「ア ト ロ フィー 峰 が 重 要 デ アル 。

「レ ソ トゲ ソ」所 見 ノナ イ時 二 ・・臨 抹 症 状 二 從 フ ベ キ

デ ア ル。 最 近 本邦 デ ヒ ドイ攣 形 ヲ起 シ タ骨 、關 節 結 核

ヲ見 ル コbが 少 ク ナ ッ 〃 ノ・・i封結 核 施 設 ノ普 及 シタ

タ メ デ アル。(京 大 小 見 科 松 田抄)

幼 見 結 核 ノ疫 病 學 ト豫 防

K.1.Balandcr:K.epidemiologiiiprofilaktike

tubercul6sawrannemdetstwe.(SowetskajaPedi-

atrija10.C40-46,1936)

從 來 小 見 結 核 ノ感 染 源 トシテ ・・戊人 結 核 ノ ミが墓 ゲ

ラ レタ が最近 ノ 諸 研 究 特 二 結 核 小 児 ノ 胃 内容 ノ菌 謹

明 ・・小 見 モ亦 感 染 源 トナ リ得 ル コ トヲ示 シテ ヰル 。著

者 モ モ スク ワ市 ノ病 院 デ結 核小 見(非 代 償 性/小 見肺

結 核 、播 種 形結 核 、 粟 粒 結 核 、 結 核 性拶 膜 炎)ノ ヰ タ

「ボック ス」デ、 枕 掛 、 食 品、 寝 垂、 玩 具 、「ボック ス」ノ

壁 二結 核 菌 ノ存 在 スル コ トヲ動 物 試 験 デ確 メ タ。從 ツ

テ 小 兇 ヲ多 数 二取 容 ヌ ル 託見 所 デ ノ・結 核 感 染 見 ト非

感 染 見 ト ヲ峻 別 ンテ感 染 ヲ豫 防 セ ネ ・・ナ ラ ヌ。スベ テ

ノ入 所 見 二 「ツベル 〃 リソ」皮 膚 試 験 ヲ 行 ヒ 感 染 見 ヲ

獲 見7・7vヲ 要 ス ル 。コ ノ中6ケ 月未 漏 ノ感 染 兜 ハ豫 後

愼 重 ヲ要 ス ル カラ託 見所 二不 適 當 デ アル 。ピル ケ反 慮

陽性 見 ・・ス ベ テ 「レソ トゲ ゾ」槍 査 ヲ行 フ。肺 ノ浸 潤 形

ヲ有 ス ル 小 見 ・・12人 乃 至15人 ヲ集 メ テ ー ツ ノ 「サ ナ

1・リウ ム」群bシ 他 ノ小 見 カ ラ 隔 離 シ、 特 別 ノ 「ヴェラ

ソダ」庭 園 ヲ備 ヘ サ セ、榮 養 ヲ充 分 二 興 ヘ ネバ ナ ラ ヌ。

6ケ 月 カ ラ1歳 牛 マ デ ノ 感 染 見 ト1歳 牛 カ ラ3歳 マ

デ ノ感 染 見 トノ・分 ケ ル 方 が ヨイ。結 核感 染 乳 兜 デ ・・玩

録 【第16=巻

具 、 寝 具 食 器 ・・共 通 ニ シテ ・・ナ ラ ヌ.ロ 亥漱 ヲス ル 感

染 見 ノ・隔 離 ヲ要 スル 。託 見 所 デ働 〃成 人 ノ健 康 ハ嚴 重

二 監覗 サ ル ベ キ コ ト勿論 デ アル 。

(京 大 小 見 科 松 田 抄)

小 見 漿 液 性 肋 膜 炎 ノ臨}休

W.A.Beloucowu.M.P.Leibowa:Klinikaseraz-

nowoplewritau.detei.(SowetskajaPediatrija11.

C.97-102,1936)

漿 液 性 肋 膜 炎 ハ5歳 以 上/小 見 二多 ク、…著 明 ナ慢 性 結

核 性 中毒 症 ノ症 状 ヲ呈 スル 。屡 く漿 液 性 肋 膜 炎 ハ前 駆

症 ナ シニ突 然 始 マル 。 最 初 ノ症 状 ノ・胸 痛 、 咳 漱 、呼 吸

困 難 等 デ アル。頭 痛 、倦 怠、食慾 不 振 等/一 般 的 反 慮 ノ・

ア マ リ長 グ績 カ ズ最 初 ノ10日 間 デ消 失 ス ル ノが常 デ

アル 。 局 虜 ノ所 見 ・・最 初 ノ5日 間 デ頂 上 二達 スル 。コ

レラ ノ愛 化 ノ後 退 ノ・3週 間 目 カ ラ始 マル 。熱 型 ノ・弛 張

叉 ハ間 激 熱 デ、i欠第 二解 熱 スル 。 有 熱 期 亭 均 ノ、1ケ 月

デ アル 。著 者 等 ノ例 デ ノ、ピル ケ反 慮 ノ、ス ペ テ 陽性 デ ア

ッ 〃。血 液 像 ハ白 血球 増 多1・核 左 方 移 動 ガ多 カ ツタ。

疾 患 全 盤 ノ経 過 ノ・ZF均80週 デ ア ツタ。 豫 後 ノ・ツ ネ ニ

可 良 デ ア ル。(京 大 小 見 科 松 田 抄)

乳幼 見 ノ結 節 性 紅 斑

A.M.KropaceaeiW.N.Werzner:Uzlowataja

eritemau.deteirannewoWozrasta.(Sowetskaja

Pediatrija12.C.57-65,1936)

乳 幼 見(0-3歳)ノ 結 節 性 紅 斑 ハ ソv程 稀 ナ モ ノデ ハ

ナ イ。 著 者 等 ・・コ レ・ヲ3年 間 二30例 見 タ。 外來 乳 幼

見 患 者 ノ0.2%、 結 核 乳 幼 見 ノ6%ニ アタ ル 。 定 型 的

ナ 荊斑 ノ他 二、 非 定 型 的 ナ、経 過 二於 テ モ1ア ボ ル テ.

一 フ」ナ モ ノモ ア ル 。 総 テ ノ例 二於 テ結 核 感 染 が確 メ

ラ レタ。「レ ゾ トゲ ソ」デ局 虜 性 ・結 核 ノ登 見 サ レタ モ

ノ・・40%デ ア ッタ。9例 テ於 テ ・・紅 斑 登 現 前1乃 至4

ケ 月 ニ ハ∫Zヒ ケ反 慮陰 性 デ ア ツ タ。結 節 性 紅斑 ヲ件 フ

結 核 ノ豫 後 ・・ヨ ロ シ クナ イ。特 二年 齢 ノ幼 イ程 サ ウデ

アル。結 核 ノ小 見 デ ノ・ツ ネニ結 節 性 紅 斑 ノ有 無 ヲ注 意

シテ探 サ ネ バ ナ ラ ヌ。(京 大 小 見 科 松 田 抄)

先 天 性 結 核 ノ獲 生 ヲ顧 慮 シ テ ノ人 卜牛 ノ 胎 盤 ノ結

核 症

LP.H.J.deVink:Tuberku}osederPlacenta

desMenschenunddesRindesimHinblickauf

dasVorkommenderKongenitalenTuberkulose .

(ArchivfurGynaekologieBand164.Heft3.1937)

先 天 性 結 核 二就 テ ノ・今 日倫 署 師 ヤ 獣 馨 ニ ト リテ非 常
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二興 味 ガ向 ケ ラ レテ ヰル 。著 者 モ コ ノ問題 ニ ツイ テ實

験 シ人 間 ノ場 合 ト牛 ノ 場 合 ニ オ イテ 先 天 性結 核 二於

テ 大 ナル 差 違 ヲ登 見 シタ、最 初 コ ノ先天 性 結 核 ニ ツイ

テ説 ヲ提 示 シ〃 ノ ・・Baumgartenデ アル カ"今 日先 天

性 結 核 ノ傳 染 経 路 ニ ツ イテニ ツ ノ型 が 考 ヘ ラ レテ ヰ

ル.ソ ノー ツ・・胚 種 性 傳染 デ ア リ他 ノー ツ ・・胎 盤透 化

性 傳 染 デ アル 。前 者 デ ハ卵 ノ感 染 ハ受胎 前 二母 膿 自身

ヨ リ將 來 スル が然 シ男 子 カ ラ 出登 シテ ノ 胚 種 性 傳 染

モ存 在 スル モ ノデ ア ル、帥 チ 人 ノ情 液 ノ中 二結 核菌 ノ

存 在 が謹 明 サ レ叉 動 物 實 験 デ モ コ/種 傳染 ・可能 性

が謹 明 サ レテ ヰ ル、然 シ胚 種 性傳 染 ヨ リモ ム シ ロ胎 盤

透 化 性 傳 染 が 多 ク ノ學 者 ニ ヨ リテ 重 要 覗 サ レテ ヰル

モ ノデ ア ル、次 二著 者 ・・人 両 ノ胎 盤 ノ結 板 及 ビ牛 ノ胎

盤 ノ結 核 ニ ツ イ テ 論 ジテ ヰル が ソ ノ前 二人 ト牛 ノ胎

盤 ニ ツ キ詳 述 シ テ ヰル、 ソ レ ヲ要 約 スル ト先 ヅ絨 毛 デ

アル ザ人 間 ノ胎 盤 ノ絨 毛 ・・盤 状 二 存 在 シテ ヰル が牛

・場 合 ハ集 團的 二存 在 シテ ヰル 、人 間 ノ胎 盤 二 ・・脱 落

膜 ガア ル が牛 ノソ レ ニ ・・脆落 臓 がナ イ、印 チ無脱 落 膜

デ ア ル。人 間 ノ胎 盤 デ ハ母 髄 血 液 ・・胎 見側 絨 毛 ト直接

接 鯛 シテ キ ル が牛 ノ場 合 ・・ソ ノ 間 二 結 締 織 ヨ リナル

隔 壁 ザ存 在 シテ ヰ ル、即 人 間 ノ胎 盤 ・・血 液 絨 毛 膜 性 胎

盤 デ アル ガ、牛 ノ ソ レノ・靭 帯 絨 毛 膜 性 胎 盤 デ アル 、 更

二牛 ノ子 宮 粘 膜 ・・多 薮 ノ 排 列 セル 粘 膜 息 肉 ヲ有 シソ

ノ間 ヲ乳状 ノ子 宮乳 汁 ト云 フ液 デ 充 サ レテ ヰル モ ノ

デ アノレo

サ テ人 間 ノ胎 盤 ノ結 核 ニ ツ イテ 述 ベ ル 前 二 壁脱 落 膜

ノ結 核 ニ ッ イ テ述 ベ テ見 ル ニ、コ ノ部 ノ結 核 ニ ツ ィ テ

ハSchrumpf ・Sitzenfrey,Kraus,Lanz,Fiedler等 ニ

ヨ リ コ ノ部 二 結 核 性 攣 化 ヲ屡 く見 ル モ ノナ リ ト述 べ

テ ヰ ル が、壁 脱落 膜 ヨ リ羊 膜 ノ方 ヘ ノ傳 染 ニ ツ イテ ノ・

述 ベ テ ヰ ナ イ、然 シ壁 腕 落 膜 カ ラ羊 膜 更 二羊 水 二結 核

ガ傳 播 シ胎 見 ノ傳 染 モ可 能 ナ リbテHerrgot,Hans-

halten.Geipelソ ノ他 ノ學 者 ニ ヨ リ唱 道 サ レ・テ ヰ ル
。

サ テ 人胎 盤 ノ結 核症 一 ツ イ テ ノ・多 籔 ノ 學 舌 ノ報 告 ガ

ア ル が人 胎 盤 デ ノ・肉 眼的 ニ ハ 何 等結 核 性 攣 化 ヲ謹 明

スル 事 が 出來 ナ イデ 顯 微 鏡 的 槍 索 ニ ヨ リ 初 メ テ著 明

ナ結 核 性 攣 化 ヲ謹 明 サ レル モ ノデ アル 、コ ノ人 胎 盤 ノ
　

結 核 ニ ツキ テ ・・Schmor1ヲ 初 メ トシ、Geipel,Runge,

Warthin等 ノ詳 細 二亙 ル 報 告 ア リ、 是 等 學 者 ニ ヨ リ

i欠ノ如 ク人 胎 盤 ノ何 レ ノ部 ガ結 核 ニ ヨ リ犯 サ レル カ

ニ就 テ述 ベ ラvテ ヰル 、彼 等 ・・次 ノ5ツ ノ場 所 ヲ アゲ

テ ヰ ル、即 人 胎 盤 ノ内最 モ結 核 二犯 サ レ易 イ部 位 ハ絨
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毛 問 腔 デ ア ル、 次 イデ 絨 毛 、 躰脱 落 膜 、絨 毛 膜 及 ビ絨

毛 ノ血 管 デ ア ル、牛 デ ハ絨 毛 膜 下 ノ罹 患 ガ最 モ 多 イ ノ

デ アル 。

サ テ牛 ノ胎 盤 ノ結 核 デ アル ガ ソ レ ヲ 述 ベ ル 前 二牛

ニ ハ脱 落 膜 が ナ イ カ ラ、牛 ノ子 宮 粘 膜 ・結 核 性墾 化 ニ

ツイテ述 ベ テ見 ル ト、牛 ノ子 宮 粘 腓 デ ・・粘 膜 ノ深 層 即

チ固 有 粘膜 層 及 ビ粘 膜 ノ表 暦 モ犯 サ ル モ ノ デ アル 、而

シテ深 層 ノ憂 化 ・・定 型 的/結 核 ヲ 形成 シテ ヰ ル が表

暦 デ ・・何 等 定 型 的 ノ結 核 ノ構 造 ヲ 示 サ ブごシテ イタ ル

所 二壌 疽 様 組 織 ヲ認 メ ラノレ、帥 工深 層 ニ オ ケノレ傳 染 ノ・

血 液 道 ニ ヨ ツタ モ ノ ト考 ヘ ラ レ、而 シテ腺 ヲ通 ジテモ

宮 腔 二通 ジ粘 膜 ノ表 層 ノ 傳 染 ヲ 招 來 シ タモ ノ ト考 ヘ

ラル 。

次 二牛 ノ胎 盤 ノ結 核 二就 イ テ述 べ テ見 ノレト、繁 萬 紙 毛

膜 ト粘 膜 息 肉 ノ間 二大 ナ ル結 核性 攣 化 ヲ見 ル 、コ ノ病

的攣 化 ヲ呈 セ ル場 所 デ 境 サ レタ 部 分 二 ・・炎 症 性 攣 化

が見 ラ レノし、ソ ノ攣 化 ノ・子 宮粘 膜 ノ表 層 二見 ラ レタ モ
'

ノ ト相似 シテ ヰル 。

サ テ 牛 ノ粘 膜 ノ攣 化 ヲ 観 察 シテ ソ ノ 傳 染 終 路 ヲ考 ヘ

テ見 ル ニ上 述 ノ如 ク深 層 ノ・血 液 道 ニ ヨル 傳 染 デ アル

が、 ソ ノ表 層 ノ傳 染 過 程 ・・肉 眼 的 、顯 微 鏡 的所 見 カ ラ

考 ヘ ル ト粘 膜 ノ深 暦 ニ アル 結 核 ・・屡 く子 宮腺 ト連 績

シテ ヰル カラ粘 膜 ノ深 層 ニ ア ル 結 核 ガ 表 暦 二移 行 シ

タモ ノ ト考 ヘ ラ ル。シ カ ラバ 牛 ノ胎 盤 ノ傳 染 経 路 ・・如

何 ト云 フ ニ、牛 ノ胎 盤 ニ オ ケル 傳 染 部 位 ・・圭 ト シテ絨

毛 膜 下 ニ ア ツ テ、ソ ノ攣 化 ・・子 宮 粘 膜 ノ表 暦 ノ攣 化 ト

非 常 二近 似 シテ ヰ ル 鮎 カ ラ 考 ヘ テ 牛 ノ子 宮 胎 盤 ノ傳

染 ・・子 宮粘 膜 カ ラ 直接 二 連 績 シテ 結 核 性 愛 化 が起 ツ

タ モ ノ ト思 考 サル 。之 二 ・・帥 チ子 宮乳 汁 ガ與 ツ テ ヰル

モ ノデ アル 、結 核 性攣 化 ノ部 位 及 ビ傳 染経 路 ヲ人 間 ノ

場 合 ト比 較 ンテ ミル ニ 人 間 デ ・・胎 盤 ノ結 核 性 墾 化 ハ

大 部 分 血 液 道 ニ ョル モ ノデ ア ツ テ、ソ ノ結 核 炎 症 ノ・常

二培 殖性 デ アル 、而 シテ ソ ノ攣 化 ハ主 トシテ絨 毛 間 腔

二 見 ラ レル 、絨 毛 ・・常 二傳 染 ノ危 瞼 ヲ 防 グ タ メ ニ絨 毛

ノ血 管 二血 栓 ヲ ツ ク ツテ ヰル 、牛 デ ・・絨 毛 膜 下 二最 モ

屡 く結 核 性 攣 化 ガ見 プ レ、シ カ モ ソ ノ結 核 性 炎 症 ・・滲

出 性 攣 化 デ アル 、而 シテ絨 毛 ・・炎 症 二参 與 シ急 速 二進

展 ス ル 傳 染 ヲ 防 グ事 が出來 ナ イ、随 ツテ絨 毛 二 ・・何 塵

ニ モ血 栓 ガ見 ラ レナ イ
。

以 上 ヲ結 論 ス ル ニ 牛 二 ・・人 間 ヨ リモ 先 天 性 結 核 ガ多

イ ノノ・次 ノ如 クデ アル。人 間 デ ノ・培 殖 性 攣 化 デ 絨 毛 ガ

近 ヅ ケル 傳 染 二i封 シ テ 防禦 力 ガ アル ガ 牛;ハ 滲 出 性
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攣 化 デ ア ツテ ソ ノ部 ニ アル 絨 毛 が ス ベ テ 破 壊 サ レ防

禦 力 が減 少 シ テ ヰ ル タ メ デ アル 。

(名 醤 大 産 婦 人 科 御 馬舎 抄)

肺 結 核 卜妊 娠

v・Probst(MonatsschsiftfUrGeburtshilfeundGyn・

akologieBd.106Ht.5S.306.Oct1937)

昨 年 二於 テ モ亦 、結 核 ト妊 娠 二封 スル 論 文ノ・多 激 出 タ

ガ全 盤 的 ノ状 況 ノ、攣 化 セ ズ 籔 年 來 培 加 シテ キ テ ヰ ル

保 存 的虜 置 ノ基 礎 的 態 度 モ 決 定 的 二 攣 更 ス ル コ トノ

出來 ヌ古 イ反 封 が存 在 ヌ ル 。

Molfino,Boreo,Viacava及 ビGouneia・ ・前 ト同檬

二妊 娠、就 中授 乳 ヲヌル 産 褥 ノ・肺 結 核 ノ輕 過 二常 二不

良 ナ ル 影響 ヲ及trスbイ フ見 解 二 立 ツテ ヰ ル 。Cohn

ノ・夫 レニ反 シテ妊 娠 中 ヲ通 ジテ 活 動 性 結 核 ・・高 度 二

危 瞼 デ アル ガ2年 以 上 不 活 動 性 デ アル モ ノニ 於 テ ノ・

不 良 ナル 影響 ・・稀 デ アル ト ィフ。Gastelli.モ 同 意 見

デ アル 。Youngノ 材料 デ ・・46例 中27(53.6%)ノ ・産

褥 二悪 化 シ タ、氏 ・・陣 痛 ト産 褥 ・・結 核 ノ経 過 二 害 作用

ヲ及 ボ ス ト結 論 シタ。Castelliノ ・811例 二就 テ観 察

シ、 ソ ノ内589・i85.2%)例 ・・妊 娠 末 期 迄無 事 経 過 シ

タ、89(14.3%)例 ・・早 期 二 分 娩 シタ(40失 産 、49早

産)以 上 ノ 内3。7%・ ・分 娩 後 封 晩死 亡 シ、29人 ノ・産

褥 二悪 化 シ4。 氏 ハ妊 娠 ニ ヨル肺 結 核 ノ影響 ハ不 良 ノ

意 味 デ ノ・8.65%ヲ 数 へ85.92%ノ ・肺結 核 ノ郷 過 が妊

娠 二無 關 係 デ アル ト シタ。Dumurestl・Leonardi7・

前 述 ノ材 料 ノ批列 二 際 シテ 主 要 ナル コ ト・・結 核 ノ個

ヤ ノ型 ヲ隔別 ス ル コ トデ アル 、此 ノ必 要 ナ コ ト ヲ忽 ニ

ス ル コ トガ今 日 ノ意 見 ノ混 齪 二責 が アル ト シタ。氏 等

・・ソ ノ材 料 ヲ臨 抹 的 及 ビ解 剖 的 二分 類 ス ル 自PチFib・

r6s・sklerotischeFormノ ・exsudative・kasigeF()rm=

リ豫 後 ガ良 イ、 古 キsklerotischノ 結 核 ・・爾 充分org・

anisierenシ テ ヰ ナ イモ ノ=リ 確 實 二 良fl1:デ アル 。

Gonveiaモ 臨 休 的解 剖 的 匠 別 ヲ必 要 トシ、ulzero・kas・

e6se及 ビkavern6seノ モ ノ ヲinaktivcverkalkte及

ビvernarbteノ モ ノ ヨ リ 匠 別 シ、 後 者 ・・何 等 影 響 ヲ

受 ケ ヌ ガ前 者 ノ・妊 娠 始 マ ル ト共 二悪 化 ヌ ル ト シタ、爾

氏 ・・妊 娠 中如 何 ナル 因子 が結 核 二 悪 影響 ヲ 與 ヘ ル カ

ト イフ疑 問 ヲ出 シ、 ソv二 封 シAnergieヲ 責 ア ル モ

ノ ト信 ジ、DumarestトLeonardi・ 男11ノ 意 見 ヲア ゲ

テ ヰ ル。

次 二 妊 娠 ハ 妊婦 二 封 シテ 早 期 二 中 絶 サ ル ベ キデ ァル

カ或 ハ胎 見 二 生命 ヲ 保 ツテ肺 ノ状 態 ヲ極 力 治 療 ス ベ
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キ カ ト ィフ 問 題 デ アル がCohnハ 醤 師 ・・妊 娠1・va核

二際 シテ 直 二 中絶 ノコ1・ ヲ 考1ヘ ル コ ト ヲ止 メ ネバ ナ

ラ ヌ、結 核 二¥t・yテ 人 二 中絶 ヲ全 然 無 害;行 フ コ トハ

全 ク誤 レル 考 ヘ デ ア ラ ウ ト。Castelli・ ・中絶 ニ ヨ ツ テ

切 迫 セ ル 危 瞼 ノアル コ トヲ 明 瞭 ニ シ タ、 氏 ノ・50%ノ

例 二於 テ 中 絶 ニ ヨル 母 髄 ノ害 ガ起 ソ タ コ トヲ墾 ゲ タ。

Behrsノ ・肺 結 核 ガ妊 娠 ニ ヨ ツ テ不 良 ノ影 響 ヲ受 ク タ故

二 中絶 ヲ行 ツ タ8例 ヲ墾 ゲ タ、ソ ノ内6例 デ ノ・手 術 ガ

状 態 ヲ悪化 サ セ タ。唯2例 ノ ミ歌 態 ガ攣 ラ ナ カ ツタ 。

反 劉'二手 術 ヲ シナ カツ タ10例 ヲ ア ゲ ソ ノ内8例 ・・妊

娠 中 同様 ノ状 態 デ ア リ、2例 ノ ミ経 過 ノ速 度 が速 クナ

ツ タ.更 二妊 娠 中 及 ビ産 褥 二於 テ結 核 ガ進 ソダ13例

中氏 ハ9例 二於 テ適 當 ナ ル 時 期 二 治 療 ス ル コ トニ ヨ

リ良 好 ナル 影響 ヲ與 ヘル コ1・ガ出 來 、他 ノ4例 デ ノ・状

態 が既 二進 ソデ ヰ タ ノデ 如 何 ナル 療 法 モ 数 果 ガ無 ヵ

ツ タ。然 シ29例 デ ・・妊 娠 中 モ産 褥 デ モ結 核 二何 等 ノ影

響 ヲ示 サ ナ カ ツ タ。Behrs・ ・氏 ノ材 料 カ ラ早 期 ノ人 二

中絶 ハ結 核 ノ経 過 二全 ク カ或 ヒ ノ・唯 僅 カ ノ 影 響 シヵ

與 ヘ ナ イ トイ フ結 論 ヲ 引 出 シ、結 核 二於 テ妊 娠 ヲ中 絶

ス ベ キ カ ト イフ問 題 ハ 最 早論 孚 トハ ナ ラ ヌ。 ム シ ロ

Schultze,Rhonhof及 ビHausenノ 結 核 二於 テ ・・妊 娠

中絶 ・・規 則 トシ テ 禁 ズベ キ デ アル トイフ 立 場 二賛 同

シ タ。Dumarest,Lρonardi,Molfino,Boreo.Viacara,

Cohn,Caussade等 ・・結 核 ノ妊 婦 二於 テ 人 工 中絶 ヲ説

〃人 々デ アル ガー 般 二例 ノ選 揮 ヲ要 求 スル 。適 磨 ヲ定

メ ル ニ ・・個 々 ノ人 々デ 本 質 的 相 違 が アル ガ、一 致 セル

黙 ・・中 絶 ノ時 期 二就 テデ アル 。 之 ノ・3-4ケ 刀 二限 ラ

レ、ソ ノ後 デ ハ妊 嬬 二封 シ テ危 瞼 デ ナ ク トモ 何 等 役 二

立 タ ヌ。Dumarest,Leonardi・ ・ソ ノ後 ノ 妊 娠 月藪 二

於 テ ・・正 常 ノ時 期 ノ分 娩 デモ ソ レ ヨ リ早 クテ モ、同様

デ中 絶 二依 ツ テ人 ノ・結 核 ノ妊 嬬 二劉●シテ 危 瞼 ナル 産

褥 ヲ急 速 二招 來 スル ニ 過 ギ ヌ1・ 云 フ.Young・ ・妊 娠

4・一一5ヶ 月 ノモ ノ ヲ選 ブ コ トヲ 示 ジタ.殊 二妊 婦=ノー

般 状 態 ハ良 好 デ産 褥 二於 テ 結 核 ガ 悪 牝 スル ト思 ノ・レ

タ1・キ ヲ選 ブ。Caussade・ ・人 工 中絶 二封 ス ル適 鷹 ・・

種 々 ノ結 核 ノ療 法 が 噺 念 サ レタ トキ ト シ、Molfino,

Boreo,Vlacal=a・ ・活 動 性 結 核 デ ノ・初 産 婦 ノ ミ・・保 存

的 二試 ミ、 経 産嬬 デ ノ・中絶 ヲス ・メ ル。Dumarest1・

Leonardiノ ・此 ノ問題 二封 シ最 モ 中庸 ノ説 ヲ立 テ ・ヰ

ル。 ソ レハ人 工 中絶 ノ・三 ツ ノ條 件 ガ充 タ サ レタ時 適 法

デ アル 、第 一 ・・ア ラ ユ ル保 存的 療 法(虚 脱 療 法 モ含 ム)

が拒 絶 サ レタ時 、第 二 ・・中絶 二 司 リ豫 メ結 核 ノ悪 化 が
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起 ル コ トガ ナ イ ト思 ・・レタ トキ 、 此 ノ見 地 カラ手 術

ノ・第3ケ 月以 前 二行 ・・レ・ネ バナ ラ ヌ。第 三 二妊 娠 ノ中

絶 ガ母 膣 ノ生命 ヲ緒 カス新 シ イ 推 進 力 ヲ 避 ケル ニ適

ジテ ヰ ル ト イフ充 分 ナ症 朕 が存 ス ル トキ。勿 論 是 等 ノ

著 者 モ 中絶 ヲ治 療 法 トノ・考 ヘ ナ イ、手 術 二 引績 イテ肺

結 核 ノ充 分 ナ ル治 療 ヲス ル コ トヲ望 ム。保 存 的 療 法 ト

シテ ハ外科 的療 法 ヲ 多 ク ノ著 者 ガ 推 賞 ジ、Praloran

・・氏 ノ行 ツタKollapstherapieヲ80例 二就 テ 報 告 シ

タ。 ソ レニ ノ・種 々 ノ方 法 ヲ 用 ヒタ、Pneumothorax,

Phrenicusexhairese,Apicolyse,Plombierung,Thoraco

plastik等 デ、 氏 ノ見 解 ニ ヨルb妊 娠 二 於 テ ノ・此 ノ方

法 二i封 シテ何 等 禁 忌 ガナ イ。氏 ・・此 ノ方 法 デ ソ ノ患

者 ノ78%・ ・恢 復 シ、15%ハ 静 止 的 二 止 マ リ4%ノ ・悪

化 シ、2.5%・ ・死 亡 ジ タ。Cohn,Ferreira,Martinz,

Pavlovsky,Peters等 モ 同様 ノ方 法 デ 数 果 ヲ取 メ タn

ソ ノ他 結 核 妊 婦 二於 ケ ル 妊 娠 中毒 、 分 娩 時 間 、新 産 見

ノ運 命 等 二就 テ モ述 べ、 叉 、骨 結 核 ト妊 娠 、 腎 臓 結 核

ト妊 娠 二就 テ ノ文 獄 ヲ紹 介 シ テ ヰル 。

(名 署大 産 婦 人 科 木 村 抄)

・一 般 學 術 難 誌

小 見 二 於 ケ ル 「レン トゲ ン、胸 部 爲 眞 ノ 毛 髪 像 二就

キ テ

飯 尾 、 太 田 、 間 瀬:(浦 洲 署 誌.27巻.1號.昭 和12

年7月)

大連 冊 院 小 見科 外 來 入 院 患 者 ノ鳥 眞4{》53、 健 漿 見童

笛 査 會 ニ テ撮 影 スル138、 本 研 究 ノPtメ 特 二撮 影 セル

↓0ノ 胸 部 「レ ソ トゲ ソ」爲 眞 ヨ リ種 々統 計 的 観 察 ヲナ

セ リ^

出 現 卒 ・・227%。 ・ヒ後1ケ 月内 外 ノ 健 康乳 見 ニ モ 出

現 シ、 浦1年 未 満 ニ テ ハ12.8%ナ ル モ、 年 齢 ト共 二

±曾加 シ、 満15-16歳 ニ テ ハ47.19・ トナル 。 毛 髪 像 出

現 者 ノマ ソ ト ウ氏 反 癒 陽 性 率 ハ62.3%、 赤 血 球 沈 降

速 度 モ非 出 現 者 二比 シテ促 進 ス ル モ 、結 核 性 陰 影 ト常

二 並 行 的 存在 ハ示 サ ズ 依 テ毛 髪像 ・・'k理 的 ニ モ出 現

ス ル モ 大部 分 ・・病 的攣 化 二 由ル モ ノ ト考 ヘ ラ レル。病

的 攣 化 ノ原 因 ノ全 部 ヲ結 核 性 トナス 能 ・・ザル モ、結 核

ト密 接 ナ ル 關係 ヲ有 ス ル モ ノ ト考 フ、

(大 連 保 養 院 加 藤 抄)

肋 膜炎 二關 ス ル研 究(第2報)肋 膜 炎 患 者 ノ 肝 臓 機

能 二就 テ

池 谷 、城 野:(満 洲 留 誌.27巻.2號.II召 和12年8月)

温 性 肋 膜 炎 患 折 ノ肝 臓 機 能 ヲ「サ ソ トニ ソ」法 二 依 テ

楡 査 シ、約 牛 数 二於 テ機 能 障 碍 ノ アル事 ヲ認 メ タ。 ソ

ノ程 度 ・・所 謂 潜 在性 障 碍 二 囑 ス ル モ ノデ滲 出液 ノ清

失 、解 熱 等 ニ ヨ ツテ 比較 的速 カニ恢 復 ス ル。 依 テ本 患

者 ニ ハ食餌 ノ制 限 ヲス ル必 要 がナ イ。

(大 連 保 養 院 加 藤 抄)

肺 實 質 ノ酵 素 作 用 二就 テ(豫 報)

泉 、 田 中、 高 野:(渦 洲 署 誌.27巻 ・6號 ・ 昭 和12年

12月)

肺 實 質 ノ酵 素 作 用 ノ研 究 ヲ ナ シi欠ノ成 績 ヲ得 タ 。

(1)「 ア ミラ ー ゼ」作 用 陽性 。(2)解 糖 酵 素 作 用 、稽 く

酸 性 反 慮 ニ テ陽 性 。(3)「 ペ プ シ ソ」作 用 弱 陽 性 。(4)

「ト リプ シ ソ」作 用 弱 陽 性 。(5)「 リ・・o・・一・"tt"」作 用 、 微 弱

陽性 。(6)「vチ タ ー ゼ」作 用 弱 陽 性 。(7)「 カ タ ラー

ゼ」作 用 微 弱 陽性 。(8)選 元 酵 素 作 用 陰 性 。(9)「 ウv

ア ー ゼ」作 用 陰 性 。(10)抗 「ウ レア ー ゼ」作 用 弱 陽 性 。

(11)血 液 凝 固 促 進 作 用 陽性 。(12)「 ・"リセ ロフォス ファ

タ ー ゼ」作 用 陽 性 。(大 連 保 養 院 加 藤 抄)

Toriboulet及 簸 ノ動 物 結 楼 診噺 上 ノ債 値

VonProf.Dr.JohannesSchmidtu.SigridMessing:

L五sstsichdieProbenachTribouletzurErkennung

derTier-Tuberkuloseverwenden?(Berlin.Tierarztl.

Wschr.Nr141938)

Toriboulet反 鷹 ノ・腸 壁 二 生 ゼ ル 結 核 性 潰 瘍 ノ 結 果 直

接 便 中 二排 出 サル ・蛋 白質 ヲ検 シ、診 断 ヲナ ヌ 方 法 ニ

シテ全 ク特 異 ナル 反 慮 ナ ラザ ル モ 、肺 結 核 ニ シ テ同 時

二 腸 結 核 ノアル 場 合 之 ヲ 知 ル 事 力●出來 ル 。Tisell,

Stein,Dierichs等 ・・腸 潰 瘍 二或 ル 關 係 ア リ、 臨 抹 上

用 ヒ得 ベ キ方 法 ナ リ1・シ、Hett・ ・175例 ノ 實 験 成 績

qリ 特 異 性 、非 特 異 性 腸疾 患 ノ診 噺 二債 値 ナ シ ト。 著

=者等 ・・獣 署 二於 テモ 興 味 アル モ ノ ト シ種 々 ノ動 物 ヲ

用 ヒ本 反 磨 ヲ行 フ。

實 験 ヲ行 フニ當 リ木 反 鷹 ハ 蛋 白質 が 重 大 ナル 關 係 ア

ル モ ノ故、 酵素 性 破 壌 産 物 、凝 血 等 ニ ヨル モ ノノ・匠 別

ス ル ヲ要 ン、又振 取 セル 蛋 白質 ニ モIE意 シ試 験 前3日
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間 ノ・之 ヲ與 ヘ ブ。然 シ試 験 直 前 二與 ヘ ル モ ノ ハ關係 ナ

シ。 爾叉 各 臓 器 ノ寄 生 贔 、 炎 症 性 疾 患 、皮 膚 病 等 モ腸

内 二蛋 白質 ヲ排 出 ス。著 者 等 ・・本實 験 ヲ爲 ス ニ當 リ種

々 ナル 試 験 ヲ行 ヒ次 ノ如 キ成 績 ヲ示 ス。 實 験 線 職124

例 、 貿 験 動 物 ・・牛 、 馬 、 豚 、羊 等 ナ リ。 此 ノ中陽 性 ヲ

示 セル モ ノ16例 、 陰 性 ナル モ ノ108例 ナ リ。 而 ンテ

陽性 ヲ示 セル モ ノ ・中結 核 性 疾 患 アル モ ノ6例 、健 康

ナ ル モ ノ4例 、他 ノ疾 患 アル モ ノ5例 ナ リ。 陰 性108

例 中健 康 ナル モ ノ50、 結 核 性 疾 患 アル モ ノ26ニ シ

テ他 ハ寄 生 鵡 、炎 症 性 疾 患 等 ア リ。 此 ノ成 績 ヨ リ槻 ル

二本 反磨 ・・結核性疾 患 ヲ 見 出ス ニノ・不適當 ナル ヲ知

ノヒ 更 二著者等 ノ登見 セル結 核 ヲ種類別 トナスニ、肺

及 ビ腸 間膜 淋巴腺、肺臓、肝 臓、腹膜、腸 壁等 ノ順 ニ

シテ、動物 ニア リテ ハ比較 的経過短期 間ナル爲 力腸壁

二攣 化 ヲ來 セル モ ノ少 シ。爾他 ノ諸學者 ノ實験 成績 二

於 テモ同様 ナル傾 向 ア リ、以上 ノ事 ヨ リ結核 ノ有 無、

更 二腸結核 ノ診噺 債値 ・・疑 問親 サ レ、結核 二特異 ナル

反鷹 ナ ラズ ト著 者 ノ・述 ブ、叉他 ノ疾 患 ノ診断 二用 ヒ得

ベ キカ ト言 フニ之 モ亦 否定 スル ノミナ リト。

(北研 野中抄♪
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森論文(第 五同報告其一一)正誤表

九州帝國大學署學部細菌學敏室

淺草匠田中町二ニノ三新海重雄方

京都市左京匠皆川追分町入七

新潟縣南蒲原郡羽生田

芝匪愛宕町二丁目

豊島匠目白町四丁目五二

頁

445

451

行

下 ヨ リ16行 目(ブ匂

下 ヨ リ21行 目(右)

誤

毛 細 管 一 般 二。

chemotaxische.
●

正

毛細管一般 二振 張ス。
　 　 　

Chemotaxische
●

森論文(第五同報告其二)正誤表
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リ

リ

リ

リ

nソ

曲ワ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

上

下

下

下

上

上

8行 目(左)

11行 目(右ノ

4行 目ζ右)

18行 目(左)

3行 目佑)

12行 目(左)

上 ヨ リ2行 目r右)

上 ヨ リ2行 目(右)

上 ヨ リ12行 目(右)

下 ヨ リ4行 目(右)

上 ヨ リ19行 目(丈 獄)

誤

第一 節 實験

大差 ナ キ、 白血球
　

ソノ間繊維膠様繊 維
　

ア リ。 燈豊抗 酸 性 ヲ

ミお身ナ44日 二

第 二 節Th・A.E.C.所 見

勘 カ ズ

結 核 菌 、 燐脂 質
　

幼若繊維層雨者

者離
　

Klopostock
●

正

第一節 箕験所見
　 　

大 差 ナキ白血球

ソ ノ問繊 細膠様繊維
　

ア リ。菌 髄抗酸性 ヲ
　

注 射 後40日_
● ○ ●

Th・A.E.C.注 入 所 見
● ●

勘 カ ラ ズ
　

1結 核菌燐脂質

1幼若繊繍 一シテ瀦● ● ρ
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